
 

横
川
良
助
と
釣
り 

 

―

釣
り
随
筆
『
四
季
の
蓑
笠
』
を
め
ぐ
っ
て―

 
 

 

 

   

は
じ
め
に 

 

江
戸
時
代
の
盛
岡
藩
領
内
に
お
け
る
釣
り
関
係
史
料
は
、
生
業
（
漁
撈
・
流
通
）
に
関
す
る
史
料
が

中
心
で
あ
り
、
遊
び
と
し
て
の
釣
り
を
具
体
的
に
記
す
史
料
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
(1)

。
そ
の
た
め
、

当
時
の
河
川
利
用
や
娯
楽
と
し
て
の
川
釣
り
の
実
態
は
、
十
分
に
解
明
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 

筆
者
は
盛
岡
竿
や
盛
岡
毛
鉤
に
関
す
る
調
査
を
進
め
る
中
で
、
こ
の
文
献
的
空
白
の
大
き
さ
を
痛
感

し
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
歴
史
家
と
し
て
『
内
史
略
』『
飢
饉
考
』
等
を
著
し
た
横
川
良
助
（
一

七
七
四
～
一
八
五
七
）
が
、
釣
り
に
関
す
る
自
筆
書
と
さ
れ
る
『
四
季
の
蓑
笠
』
(2)

を
遺
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
後
、
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
四
季
の
蓑
笠
』
（
写
真
１
）
を

確
認
し
（
以
後
「
現
存
本
」
と
す
る
）
、
本
書
が
釣
り
に
対
す
る
深
い
造
詣
と
抒
情
性
を
示
す
貴
重
な

史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

し
か
し
、
現
存
本
を
熟
覧
す
る
と
、
そ
の
筆
跡
・
文
体
・
内
容
等
に
お
い
て
横
川
の
既
知
著
作
と
顕

著
に
異
な
る
点
が
多
く
、
こ
れ
を
直
ち
に
横
川
自
筆
本
と
み
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
現
在
、
横

川
著
作
と
し
て
本
書
を
位
置
づ
け
る
根
拠
は
、
郷
土
史
家
・
太
田
孝
太
郎
氏
（3）

に
よ
る
各
文
献
で
の
言

及
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
（
一
）
横
川
の
人
物
像
と
釣
り
に
関
す
る
先
行
言

及
を
整
理
し
、（
二
）
現
存
本
の
史
料
学
的
検
討
を
通
じ
て
著
者
帰
属
を
評
価
し
た
う
え
で
、（
三
）
本

文
の
精
読
に
よ
り
釣
り
観
・
自
然
観
・
倫
理
観
を
抽
出
し
、
（
四
）
既
知
著
作
に
見
え
る
川
魚
・
釣
り

関
連
記
述
か
ら
横
川
と
釣
り
と
の
関
連
を
示
す
手
が
か
り
を
探
り
、
著
者
問
題
の
補
助
と
す
る
。 

現
存
本
に
お
い
て
確
認
で
き
る
年
記
は
、
成
立
年
を
示
す
と
み
ら
れ
る
「
文
政
戊
子
」
（
文
政
十
一

年
・
一
八
二
八
）
の
み
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
本
文
に
見
ら
れ
る
釣
法
・
道
具
・
規
範 

近 

藤 

良 

子 

  

と
社
会
心
理
の
表
象
を
抽
出
し
、
近
世
期
の
川
釣
り
文
化
理
解
に
資
す
る
史
料
と
し
て
の
位
置
付
け

を
検
討
す
る
。 

 

一 

横
川
良
助
の
業
績
と
釣
り 

 

（
一
）
業
績
と
人
と
な
り 

 

横
川
は
、
藩
草
創
期
か
ら
嘉
永
年
間
に
至
る
民
間
史
料
を
発
掘
し
て
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。
そ
の

代
表
作
と
し
て
、
飢
饉
の
惨
状
と
藩
の
対
応
を
詳
細
に
記
録
し
た
『
飢
饉
考
』
、
藩
政
史
の
集
大
成
と

も
い
え
る
『
内
史
略
』
、
全
国
的
史
料
を
引
き
つ
つ
岩
手
山
の
噴
火
や
盛
岡
の
大
火
な
ど
も
収
録
す
る

『
見
聞
随
筆
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
、
横
川
が
釣
り
を
好
み
、
『
四
季
の
蓑
笠
』
を
著
し
た
と
す
れ

ば
、
史
家
と
し
て
の
側
面
と
は
異
な
る
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
新
し
い
一
面
、
つ
ま
り
創
作
・
遊

興
の
側
面
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
本
章
で
は
、
横
川
の
人
物
像
や
著
作
に
関
す
る
文
献
資
料

を
整
理
し
、
釣
り
に
関
す
る
著
作
を
横
川
の
活
動
・
関
心
と
結
び
付
け
て
考
え
る
た
め
の
前
提
を
明
ら

か
に
す
る
。 

横
川
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、
盛
岡
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
駒
吉
、
字
を
直
胤
と
し
、
の
ち
良
助

と
改
め
た
。
伝
記
資
料
に
は
「
高
潔
に
し
て
学
を
好
み
、
博
覧
強
記
、
数
学
を
能
く
し
た
。
そ
の
高
名

を
聞
い
て
教
え
を
乞
う
も
の
絶
え
ず
、
却
っ
て
快
し
と
せ
ず
大
慈
寺
に
俗
塵
を
避
け
、
著
述
に
専
念
し

た
」
と
あ
る

（４）

。 

ま
た
、
横
川
は
、
関
流
の
数
学
者
と
し
て
も
名
を
馳
せ
、
志
賀
小
右
衛
門
吉
倫
、
佐
久
間
光
豹
に
数

学
を
学
び
、
和
算
に
す
ぐ
れ
、
『
五
済
弁
法
』
な
ど
の
著
作
の
ほ
か
に
、
藩
内
外
の
算
学
書
を
集
め
た
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『
初
学
算
叢
』
百
二
十
巻
な
ど
多
く
の
和
算
書
を
編
纂
し
た
。
彼
が
九
歳
の
こ
ろ
に
は
、
天
明
の
大
飢

饉
が
続
き
、
そ
の
後
も
天
保
の
大
飢
饉
に
襲
わ
れ
、
飢
饉
に
あ
え
ぐ
厳
し
い
時
代
に
身
を
置
い
て
い
た
。

六
十
歳
を
過
ぎ
、
大
慈
寺
の
九
代
目
住
職
、
恵
観
通
光
和
尚
の
も
と
食
客
と
な
り
、
部
屋
を
与
え
ら
れ

て
そ
の
後
の
半
生
を
盛
岡
藩
の
歴
史
の
究
明
に
さ
さ
げ
た
。
青
年
期
は
病
弱
で
、
自
ら
「
予
性
病
弱 

然

と
も
差
て
病
気
も
な
く
元
よ
り
薬
を
用
い
る
こ
と
を
好
ま
す
」
と
記
し

（５）

、
も
と
も
と
虚
弱
体
質
で
薬

を
服
用
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
過
ご
し
て
き
た
が
、
青
年
期
に
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
次
第
に
容

態
が
悪
化
し
た
た
め
、
医
者
の
診
療
を
受
け
、
薬
を
用
い
た
が
な
か
な
か
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
分
か

ら
ず
一
時
杖
を
用
い
な
け
れ
ば
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
次
第
に
回
復
し
養
生
の
甲
斐
あ

っ
て
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
自
身
の
病
状
の
経
過
記
録
、
医
師
・
薬
・
養
生
の
具

体
的
描
写
等
、
冷
静
に
記
録
し
て
い
る
。 

横
川
の
家
は
武
士
階
級
と
し
て
盛
岡
城
下
の
鷹
匠
小
路
に
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
の
経
歴
は
定
か
で
は

な
い
が
、
寛
政
こ
ろ
に
鹿
角
毛
馬
内
に
し
ば
ら
く
と
ど
ま
っ
た
記
事
が
あ
り

（６）

、
仕
官
の
有
無
も
判
然

と
し
な
い
。
生
涯
独
身
で
過
ご
し
、
安
政
四
年
（
一
七
七
五
）
十
二
月
二
十
三
日
に
八
十
四
歳
で
没
し
、

法
名
を
寿
算
軒
考
覚
仁
教
鉄
翁
居
士
と
い
い
、
大
慈
寺
に
葬
ら
れ
た
。 

 

（
二
）
横
川
と
釣
り
と
の
関
連
を
記
す
文
献 

横
川
が
釣
り
を
好
み
、
『
四
季
の
簑
笠
』
を
著
し
た
と
言
及
す
る
文
献
を
整
理
す
る
。 

ま
ず
、
『
盛
岡
市
史
』
別
扁
・
人
物
志
、
横
川
直
胤
の
項
に
は
、
狂
歌
名
と
し
て
「
川
辺
気
長
・
畚

殻
成
・
魚
〓
（
異
体
字
／
偏
は
糸
、
し
ん
に
ょ
う
に
臣
）
・
逍
遥
舎
・
釣
友
成
」
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
（７）

。
ま
た
、「
遺
吟
は
極
め
て
少
な
い
が
、
狂
歌
を
好
ん
だ
、
ま
た
釣
を
嗜
ん
だ
こ
と
は
数
あ
る
狂
名

に
て
知
ら
れ
て
い
る
。
『
四
季
の
蓑
笠
』
と
題
す
る
狂
文
は
得
意
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
筆
者
は

三
部
寓
目
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（８）
。

こ
の
人
物
志
を
執
筆
し
た
の
は
、
盛
岡
市
史
編
纂
メ
ン

バ
ー
の
太
田
孝
太
郎
で
あ
る
。 

そ
の
後
の
文
献
、『
南
部
藩
記―

『
内
史
略
』
の
世
界
』

（９）

、『
岩
手
史
叢
』

（10）

、『
用
語
南
部
藩
辞
典
』

（11）

、『
人
づ
く
り
風
土
記:

 

全
国
の
伝
承
・
江
戸
時
代
3
』

（12）

等
も
横
川
の
釣
り
嗜
好
や
号
に
言
及
す
る

が
、
内
容
は
概
ね
前
述
の
『
盛
岡
市
史
』
の
記
述
を
踏
襲
す
る
。 

ま
た
太
田
俊
穂
氏

（13）

は
、
そ
の
著
作
『
北
方
史
の
残
映
』
で
横
川
に
つ
い
て
、「
狂
歌
を
よ
く
し
「
川

辺
気
長
」「
逍
遥
舎
」「
釣
友
成
」
な
ど
八
つ
ぐ
ら
い
の
狂
歌
名
を
も
っ
て
い
る
。
釣
り
に
関
す
る
名
の

多
い
の
は
、
彼
自
身
、
魚
釣
り
が
趣
味
で
、
大
慈
寺
食
客
時
代
、
よ
く
北
上
川
に
で
か
け
、
釣
り
糸
を

た
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
誰
も
釣
り
上
げ
た
の
を
み
た
人
が
な
く
、
「
横
川
さ
ん
は
ハ
リ
を
つ
け
な
い

で
釣
っ
て
い
る
ら
し
い
」
と
噂
さ
れ
た
。
ま
さ
に
太
公
望
で
あ
る
。
狂
歌
集
に
「
四
季
の
蓑
笠
」
と
い

う
の
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
前
述
の
『
盛
岡
市
史
』
に
由
来
す
る
引
用
と

み
ら
れ
る
。
同
書
で
も
『
四
季
の
蓑
笠
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
狂
歌
集
と
し
、
「
太
田
氏

の
い
う
「
狂
文
」
つ
ま
り
「
狂
歌
集
」
の
「
四
季
の
簑
笠
」
は
私
も
み
た
い
と
思
い
、
心
あ
た
り
を
探

し
た
が
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
」
と
し

（14）

、
実
物
の
所
在
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。 

以
上
よ
り
、
『
四
季
の
蓑
笠
』
を
横
川
良
助
の
著
作
と
す
る
根
拠
は
、
現
状
で
は
太
田
に
よ
る
人
物

志
の
記
述
と
、
そ
の
後
の
反
復
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
著
者

帰
属
を
論
じ
る
に
は
、
現
存
本
の
体
裁
・
筆
跡
・
蔵
書
印
・
目
録
記
載
と
い
っ
た
史
料
学
的
要
素
を
精

査
し
、
「
横
川
自
筆
本
」
の
存
在
可
能
性
と
「
現
存
本
」
の
成
立
事
情
を
切
り
分
け
る
作
業
が
不
可
欠

で
あ
る
。
次
章
で
は
こ
の
点
を
検
討
す
る
。 

 二 

『
四
季
の
蓑
笠
』
の
体
裁
・
伝
来
と
著
者
帰
属 

 

（
一
）
現
存
本
の
体
裁
と
記
載
内
容 

現
存
本
『
四
季
の
蓑
笠
』
に
は
著
者
名
の
明
記
が
な
く
、
本
文
の
冒
頭
あ
る
い
は
文
末
に
、
「
魚
〓

（
糸
偏
に
し
ん
に
ょ
う
に
臣
）
」
、「
畚
売
成
」
、「
逍
遥
舎
」
、「
釣
友
成
」
等
の
号
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写

真
２
）
。 

本
章
で
は
、
現
存
本
が
横
川
自
筆
本
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
横
川
帰
属
伝
承
の
成
立
過
程
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
判
断
の
視
点
と
し
て
、
①
筆
跡
（
字
形
、
運
筆
）
と
筆
致
、

②
語
彙
・
文
体
（
横
川
既
知
著
作
と
の
関
連
性
）
、
③
装
丁
と
蔵
書
印
、
④
目
録
記
載
と
伝
来
、
⑤
内

容
整
合
（
横
川
の
関
心
領
域
と
の
矛
盾
の
有
無
）
を
設
定
し
、
順
に
検
証
す
る
。 

 （
二
）
筆
跡
・
文
体
か
ら
見
た
自
筆
性
の
検
討 

 

横
川
自
筆
と
さ
れ
る
『
内
史
略
』『
飢
饉
考
』（
い
ず
れ
も
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
の
字
体
は
、
墨
書

草
書
体
の
崩
し
字
を
基
調
と
し
、
筆
運
び
に
も
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
四
季
の
蓑
笠
』

は
、
漢
文
体
箇
所
に
返
り
点
が
施
さ
れ
、
漢
字
・
送
り
仮
名
に
カ
タ
カ
ナ
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
る
等
、
読

二 

-65- 



近藤良子：横川良助と釣り－釣り随筆『四季の蓑笠』をめぐって－ 

 

 

者
を
意
識
し
た
整
序
が
目
立
つ
（
写
真
３
）
。
書
体
も
複
数
に
分
か
れ
、
筆
跡
・
筆
致
は
上
記
二
書
と

整
合
し
な
い
。
以
上
よ
り
、
現
存
本
を
横
川
自
筆
本
と
み
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
写
本
（
筆
写
本
）

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。 

 

（
三
）
装
丁
・
蔵
書
印
と
伝
来
の
手
が
か
り 

 

現
存
本
は
、
袋
綴
じ
・
列
帖
装
、
四
ツ
目
綴
じ
に
よ
る
装
丁
で
、
表
紙
は
空
押
し
文
様
を
施
し
た
灰

緑
色
で
あ
る
。
岩
手
県
立
図
書
館
「
郷
土
史
料
目
録
」（
和
本
の
部
）
に
掲
げ
ら
れ
た
史
料
の
調
査
中
、

装
丁
お
よ
び
料
紙
が
ほ
ぼ
同
型
の
和
本
『
俳
諧 

釣
干
菜
』
を
確
認
し
た

（15）

。
同
書
に
は
本
文
一
頁
目
下

部
に
、
篆
書
体
の
蔵
書
印
「
楓
園
」
が
押
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
き
さ
と
押
捺
位
置
は
現
存
本
と
一
致

す
る
（
写
真
４
）
。「
楓
園
」
印
は
太
田
の
蔵
書
印
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら

（16）

、
両
書
は
い
ず
れ

も
太
田
が
同
時
期
に
所
蔵
・
取
扱
っ
た
史
料
群
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
表
紙
が
完
全
に

同
一
で
あ
る
点
か
ら
、
両
書
と
も
後
補
表
紙
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
今
後
の
比
較

検
討
に
お
け
る
参
照
史
料
の
一
つ
と
す
る
。 

ま
た
、『
四
季
の
蓑
笠
』
に
は
三
つ
の
印
が
認
め
ら
れ
る
。（
一
）
遊
紙
に
押
さ
れ
た
「
一
ノ
倉
家
蔵

書
印
」
、（
二
）
本
文
冒
頭
に
置
か
れ
た
遊
紙
に
あ
た
る
部
分
の
「
寄
贈 

昭
和
38
年
5
月
25
日
盛
岡

市
一
ノ
倉
則
文
」
（
「
盛
岡
市
一
ノ
倉
則
文
」
部
分
は
手
書
き
）
の
朱
印
、
（
三
）
本
文
冒
頭
下
に
朱
印

で
「
楓
園
」（
字
体
は
篆
書
）
印
で
あ
る
（
写
真
５
）
。
こ
れ
ら
は
、
少
な
く
と
も
現
存
本
が
太
田
お
よ

び
一
ノ
倉
則
文
氏

（17）

の
手
を
経
て
岩
手
県
立
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
現
存
本

が
い
つ
・
誰
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
か
は
確
定
で
き
な
い
。 

 （
四
）
目
録
記
載
の
整
理
と
著
者
帰
属
の
評
価 

『
四
季
の
蓑
笠
』
を
横
川
の
著
作
と
し
て
挙
げ
る
目
録
・
文
献
を
以
下
に
整
理
す
る
。 

・「
斎
藤
報
恩
会
時
報
（
一
三
七
）
」（
斎
藤
報
恩
会
、
一
九
三
八
年
）
十
四
頁
に
、「
四
季
の
美
濃

笠 

一
冊 

釣
魚 

横
川
良
助
」
と
す
る
記
載
。
こ
れ
は
一
ノ
倉
が
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。 

・
太
田
孝
太
郎
著
「
南
部
藩
著
述
目
録
」
（
岩
手
県
立
図
書
館
、
一
九
四
〇
年
）
四
十
五
頁
に
、

「
横
川
直
胤 

四
季
の
蓑
笠 

自
筆 

家
蔵
」
と
す
る
記
載
。
さ
ら
に
、
巻
末
の
索
引
に
「
ヨ 

横
川
直
胤 

長
助 

逍
遥
舎

．
．
． 

安
政
四―

八
十
四
」
と
記
載

（18）

。
索
引
に
は
、『
四
季
の
簑
笠
』

で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
逍
遥
舎
」
を
別
称
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。 

・「
岩
手
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
目
録
」（
岩
手
県
立
図
書
館
、
一
九
五
五
、
一
九
八
一
年 

和
本

の
部
）
に
、
「
随
筆 

四
季
の
美
濃
笠
（
文
政
十
一
年
）
」
と
す
る
記
載
。 

 

著
述
年
に
つ
い
て
は
、
「
岩
手
県
立
図
書
館
郷
土
史
料
目
録
」
に
は
、
「
文
政
十
一
年
」
と
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
目
録
に
は
年
代
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
載
が
指
す
対
象
が
、
現
存
本
（
写
本

と
仮
定
）
な
の
か
、
想
定
さ
れ
る
自
筆
本
（
原
本
）
な
の
か
は
判
別
で
き
な
い
。 

『
盛
岡
市
史
』
編
纂
メ
ン
バ
ー
は
太
田
の
ほ
か
に
、
新
渡
戸
仙
岳
氏
（
一
八
五
八
～
一
九
四
九
）
、

一
ノ
倉
も
編
纂
者
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
仮
説
も
考
え
ら
れ
る
。 

太
田
が
一
九
四
〇
年
に
ま
と
め
た
「
南
部
藩
著
述
目
録
」
に
は
、
「
横
川
直
胤 

自
筆
『
四
季
の
蓑

笠
』
」
と
あ
り
、
南
部
家
が
も
と
も
と
所
有
し
て
い
た
書
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
太
田
が
こ

の
目
録
の
凡
例
で
、
「
知
見
に
か
か
る
著
者
の
判
明
し
た
も
の
は
二
千
に
余
る
が
主
に
著
書
の
体
裁
を

備
え
た
も
の
八
百
五
十
余
部
を
収
録
し
た
。
原
本
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
複
写
体
あ
る
も
の

は
所
蔵
者
の
名
を
あ
げ
た
が
原
本
あ
る
物
も
重
要
な
も
の
は
複
写
体
の
蔵
者
を
記
し
た
」
と
の
記
述
を

解
釈
す
れ
ば
、
目
録
に
は
、
複
写
体
で
は
な
く
「
自
筆
」
と
し
て
い
る
の
で
、
横
川
自
筆
の
『
四
季
の

蓑
笠
』
が
南
部
家
蔵
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
田
が
『
四
季
の
蓑
笠
』
の
存
在
を
こ
の
南
部
藩
蔵

書
目
録
を
作
成
す
る
以
前
に
は
知
り
得
、「
三
部
寓
目
」
し
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

詳
し
い
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
『
四
季
の
蓑
笠
』
の
原
本
を
筆
写
装
丁
し
、
太
田
自
身
の
蔵
書
印
で

あ
る
「
楓
園
」
を
押
し
、
写
本
の
方
を
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
一
ノ
倉
は
「
斎
藤
報
恩
会
時
報
（
一
三
七
）
」（
一
九
三
八
）
に
お
い
て
、
太
田
の
「
南
部

著
述
目
録
」
よ
り
二
年
前
の
発
行
と
な
る
、
「
盛
岡
藩
著
作
目
録
」
に
「
四
季
の
蓑
笠 

一
冊 

釣
魚 

横
川
良
助
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
同
じ
『
盛
岡
市
史
』
編
纂
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
太
田
か
ら
写
本
の
『
四

季
の
蓑
笠
』
を
受
け
取
っ
て
そ
の
書
に
自
身
の
蔵
書
印
を
押
し
て
保
管
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
ノ
倉
が
岩
手
県
立
図
書
館
の
嘱
託
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
死
の
二
年
後
、
昭
和
三
十
八

（
一
九
六
三
）
年
五
月
二
十
五
日
に
岩
手
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
一
ノ
倉
の
名
前
と
寄
贈
年
が
入
っ

た
寄
贈
印
が
押
さ
れ
た
。 

な
お
、
太
田
の
「
南
部
藩
著
述
目
録
」
の
追
記
に
「
南
部
家
蔵
と
あ
る
は
、
い
ま
岩
手
県
産
業
文
化

館
（
一
九
五
三
年
創
立
）
に
帰
し
、
新
渡
戸
仙
岳
蔵
と
あ
る
は
岩
手
県
立
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
が
、

中
に
所
在
明
ら
か
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
家
蔵
の
小
半
は
産
業
文
化
館
に
帰
し
た
も
の
が
あ
る
。
」
と

記
し
て
お
り
、
『
四
季
の
蓑
笠
』
の
原
本
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
岩
手
県
産
業
文
化

三 
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館
は
、
現
在
の
盛
岡
市
中
央
公
民
館
別
館
で
、
併
設
さ
れ
て
い
た
郷
土
資
料
展
示
室
の
機
能
は
、
も
り

お
か
歴
史
文
化
館
へ
移
転
し
て
い
る
が
、
『
四
季
の
蓑
笠
』
の
存
在
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い

な
い
。 

結
論
と
し
て
、
太
田
・
一
ノ
倉
ら
郷
土
史
家
の
整
理
の
中
で
、
本
書
が
横
川
帰
属
の
史
料
と
し
て
共

有
さ
れ
て
き
た
事
実
は
重
い
。 

一
方
、
教
師
・
記
者
・
書
家
・
俳
人
・
郷
土
史
家
と
し
て
幅
広
く
活
躍
し
た
新
渡
戸
は
郷
土
史
料
の

収
集
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
膨
大
な
史
料
が
新
渡
戸
文
庫
と
し
て
一
九
四
九
年
に
岩
手
県
立
図
書
館
に

寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
新
渡
戸
氏
は
『
内
史
略
』
お
よ
び
『
飢
饉
考
』
（
い
ず
れ
も
新
渡
戸
文
庫
の
蔵
書

印
あ
り
）
な
ど
、
横
川
の
書
も
所
蔵
し
て
い
た
。
仮
に
『
四
季
の
蓑
笠
』
が
横
川
の
著
作
で
あ
る
な
ら

ば
、
新
渡
戸
が
そ
の
存
在
を
把
握
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
新
渡
戸
文
庫
の
所
蔵
目
録
に

は
記
載
が
見
当
た
ら
な
い

（19）

。 

 （
五
）
小
括 

現
存
本
の
筆
跡
・
体
裁
か
ら
は
自
筆
性
を
支
持
す
る
材
料
が
乏
し
く
、
写
本
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
し
か
し
、
目
録
記
載
と
蔵
書
印
か
ら
は
少
な
く
と
も
太
田
・
一
ノ
倉
ら
の
整
理
の
中
で
本
書
が
横

川
帰
属
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
。
本
章
の
到
達
点
は
、
（
一
）
現
存
本
の
自
筆
性
は

否
定
的
で
あ
る
こ
と
、
（
二
）
横
川
自
筆
本
（
原
本
）
の
存
在
は
目
録
上
想
定
さ
れ
る
が
未
確
認
で
あ

る
こ
と
、
（
三
）
し
た
が
っ
て
内
容
分
析
は
著
者
を
断
定
せ
ず
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
本
書
を
「
横
川
良
助
著
と
目
さ
れ
て
き
た
釣
り
随
筆
（
現
存
本
は
写
本
）
」
と

し
て
暫
定
的
に
位
置
づ
け
、
著
者
帰
属
の
最
終
判
断
は
原
本
探
索
と
同
時
代
史
料
と
の
比
較
検
討
に
委

ね
る
。 

次
章
で
は
本
文
を
精
読
し
、
釣
り
観
・
自
然
観
・
倫
理
観
を
整
理
す
る
。 

 

三 

『
四
季
の
蓑
笠
』
の
内
容
分
析 

 

前
章
の
検
討
か
ら
、
現
存
本
は
横
川
既
知
著
作
の
直
筆
と
は
筆
跡
が
整
合
せ
ず
、
何
ら
か
の
形
で
筆

写
さ
れ
た
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
以
下
で
は
現
存
本
の
叙
述
そ
の
も
の
を
精
読
し
て
、
そ
こ
に
現

れ
る
釣
り
観
・
自
然
観
・
倫
理
観
を
整
理
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
「
遊
び
と
し
て
の
川
釣
り
」

を
再
構
成
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
る
。
な
お
、
付
録
に
翻
刻
を
掲
げ
た
。 

 （
一
）
構
成
と
叙
述
の
特
徴 

『
四
季
の
蓑
笠
』
は
紹
介
文
献
に
お
い
て
「
美
濃
笠
」
等
と
表
記
さ
れ
る
一
方
、
現
存
本
の
題
箋
に

は
『
四
季
の
美
農
か
さ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
蓑
笠
は
雨
雪
除
け
の
装
備
で
あ
り
、
防
寒
・
防
虫
な
ど

実
用
性
を
も
つ
と
同
時
に
、
魚
に
警
戒
さ
れ
に
く
い
装
い
と
し
て
釣
り
に
適
し
た
道
具
で
も
あ
る
。
題

名
の
揺
れ
は
残
る
も
の
の
、
本
章
で
は
、
釣
り
に
お
け
る
装
備
と
し
て
の
蓑
笠
が
象
徴
す
る
「
自
然
の

中
に
身
を
置
く
構
え
」
を
含
意
す
る
題
名
と
し
て
理
解
し
、
本
文
内
容
の
分
析
を
進
め
る
。 

次
に
、
全
体
構
成
と
叙
述
の
輪
郭
を
整
理
す
る
。
現
存
本
は
全
四
十
四
頁
で
、
冒
頭
に
複
数
形
態
の

「
四
季
蓑
笠
序
」
を
置
き
、
書
体
の
異
な
る
五
部
構
成
か
ら
成
る
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
A
～
E
は
付

録―

翻
刻
に
対
応
）
。
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

A
四
季
蓑
笠
序
（
漢
文
体
で
四
頁
／
末
に
笠
の
絵
の
朱
印
）
（
写
真
６
） 

B
四
季
蓑
笠
序
（
行
書
体
で
四
頁
／
末
尾
に
「
魚
〓
（
糸
偏
に
し
ん
に
ょ
う
に
臣
）
題
」
、
蓑
の
絵
の

朱
印
）
（
写
真
７
） 

C
四
季
乃
蓑
笠
序
（
行
書
体
・
十
二
頁
／
末
尾
に
「
畚
売
識
」
、
畚
の
絵
の
朱
印
）
（
写
真
８
） 

D
四
季
乃
ミ
の
笠
（
行
書
体
・
十
六
頁
／
文
頭
に
「
逍
遥
舎
主
人
述
」
と
明
記
、
末
尾
に
朱
印
な
し
）

（
写
真
９
） 

E
四
季
の
美
濃
か
さ
序
（
行
書
体
・
六
頁
／
末
尾
に
「
釣 

友
成
誌
」
と
記
載
、
笠
の
絵
の
朱
印
）

（
写
真
１０
） 

  

著
述
年
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
現
存
本
に
記
さ
れ
る
年
代
（
文
政
十
一
年
）
に
依
拠
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
現
存
本
に
は
、
自
然
地
形
の
固
有
名
詞
や
行
政
区
画
、
産
物
・
名
物
、
特
定
の
人
物
、
年
中

行
事
や
信
仰
、
地
域
差
の
出
る
気
候
・
季
節
の
具
体
的
言
及
な
ど
、
場
所
を
限
定
し
得
る
手
が
か
り
と

な
る
情
報
が
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
版
元
・
発
行
年
・
販
売
書
肆
等
の
記
載
も
欠
く
。
一
般
に
、

魚
名
・
釣
法
・
道
具
の
呼
称
に
は
地
域
差
が
現
れ
や
す
い
が
、
現
存
本
に
は
そ
れ
を
示
す
特
徴
的
な
表

現
も
確
認
で
き
な
い
。
以
上
よ
り
、
現
存
本
を
盛
岡
藩
領
に
お
け
る
釣
り
文
化
を
直
接
に
示
す
史
料
で

あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

四 
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次
に
、
内
容
の
特
徴
を
横
川
の
既
知
著
作
と
比
較
す
る
。
『
内
史
略
』
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・

文
化
・
民
俗
・
世
相
等
多
岐
に
わ
た
る
事
項
を
扱
い
、
著
者
が
日
常
に
見
聞
し
た
事
柄
を
記
し
、
大
火

や
刃
傷
沙
汰
と
い
っ
た
社
会
面
的
事
件
に
も
及
ぶ
。
他
方
、
現
存
本
に
は
、
具
体
的
事
実
の
記
録
と
い

う
よ
り
も
、
比
喩
や
故
事
、
雑
感
を
織
り
交
ぜ
た
軽
妙
な
筆
致
が
前
面
に
出
て
お
り
、
歴
史
的
事
実
を

客
観
的
に
叙
述
し
た
横
川
の
既
知
著
作
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
既
知
著
作
と
比
べ
れ
ば
、
現
存
本
は

明
ら
か
に
異
彩
を
放
つ
。 

叙
述
は
、
釣
り
の
場
面
描
写
、
技
法
の
説
明
、
比
喩
・
故
事
の
援
用
・
社
会
へ
の
揶
揄
、
自
戒
の
言

葉
が
交
互
に
現
れ
る
。
太
田
は
こ
れ
を
「
狂
文
」
な
い
し
「
狂
歌
集
」
と
し
て
位
置
付
け
る
が
、
社
会

風
刺
の
叙
述
が
本
論
と
は
と
ら
え
に
く
い
た
め
、
む
し
ろ
釣
り
を
め
ぐ
る
随
筆
と
し
て
読
む
方
が
適
切

で
あ
ろ
う
。 

現
存
本
は
、
季
節
の
移
ろ
い
を
詠
む
だ
け
の
情
緒
的
随
筆
に
と
ど
ま
ら
ず
、
釣
り
に
関
す
る
知
識
と

感
情
に
加
え
、
社
会
観
・
倫
理
観
ま
で
を
折
り
重
ね
た
複
層
的
な
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
二
）
主
題
別
整
理 

現
存
本
の
記
述
は
概
ね
次
の
六
点
に
整
理
で
き
る
。
付
録―
翻
刻
か
ら
の
現
代
語
訳
（
要
旨
）
を
挙

げ
、
解
釈
を
加
え
る
。 

①
釣
り
の
価
値
づ
け
（
遊
び
の
称
揚
） 

【
現
代
語
訳
と
要
旨
】 

〔
翻
刻A

-
0
0
1

～A
-
00
9

〕
釣
り
は
男
女
の
恋
文
の
や
り
取
り
に
似
る
。
糸
を
投
げ
る
の
は
手
紙
を
送
る

こ
と
、
ウ
キ
を
見
守
る
の
は
そ
の
返
事
待
ち
で
あ
る
。
魚
が
応
じ
竿
と
引
き
合
う
瞬
間
は
心
が
通
う
歓

び
で
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
。 

〔
翻
刻B

-
0
0
2

～B
-
00
5

〕「
酒
は
百
薬
の
長
、
釣
り
は
百
楽
の
冠
」
と
い
う
諺
の
と
お
り
、
釣
り
は
最

高
の
楽
し
み
で
あ
る
。
広
い
水
面
に
糸
を
垂
れ
、
四
季
で
餌
を
替
え
、
状
況
に
応
じ
て
策
を
巡
ら
す
面

白
さ
が
格
別
で
あ
る
。 

〔
翻
刻C
-
0
0
1

～C
-
01
6

〕
釣
り
に
深
く
没
入
し
、
一
年
三
百
六
十
日
で
も
足
り
な
い
と
感
じ
る
。
風
雨

に
一
喜
一
憂
し
つ
つ
俗
世
を
離
れ
、
無
心
に
一
日
を
過
ご
す
手
立
て
と
す
る
。
春
の
川
辺
で
は
空
腹
さ

え
忘
れ
る
。 

〔
翻
刻

D
-
0
53

～D
-
06
2

〕
世
の
技
芸
は
多
い
が
、
多
く
は
金
を
費
や
し
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。

歌
・
俳
諧
や
茶
の
湯
、
囲
碁
将
棋
、
詩
文
も
屈
託
や
疲
労
、
世
評
へ
の
煩
い
を
生
む
。
こ
れ
ら
に
比
べ

釣
り
は
は
る
か
に
勝
る
。 

【
解
釈
】 

導
入
部
で
は
、
釣
り
を
「
恋
文
の
往
復
」
に
た
と
え
、
糸
を
投
げ
て
応
答
を
待
つ
時
間
、
ウ
キ
の

反
応
に
胸
を
高
鳴
ら
せ
る
心
理
、
竿
と
魚
が
引
き
合
う
瞬
間
の
歓
び
を
、
言
葉
に
尽
く
し
が
た
い
総
合

的
経
験
と
し
て
描
き
出
す
。
さ
ら
に
「
酒
は
百
薬
の
長
、
釣
り
は
百
楽
の
冠
」
と
す
る
諺
を
掲
げ
、
広

い
水
面
に
糸
を
垂
れ
、
四
季
に
応
じ
て
餌
を
替
え
、
状
況
に
合
わ
せ
て
策
を
め
ぐ
ら
す
点
を
、
ほ
か
に

並
ぶ
も
の
の
な
い
愉
楽
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
加
え
て
、
語
り
手
自
身
が
俗
世
の
煩
わ
し
さ
を
離
れ
、

無
心
に
一
日
を
過
ご
す
手
立
て
と
し
て
釣
り
に
没
入
す
る
姿
が
語
ら
れ
、
釣
り
が
心
身
を
解
放
す
る
実

践
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
最
後
に
、
歌
・
俳
諧
、
茶
の
湯
、
囲
碁
将
棋
、
詩
文
な
ど
を
「
屈
託
」

「
束
縛
」
「
行
き
詰
ま
り
」
と
し
て
相
対
化
し
、
金
銀
の
浪
費
や
疲
労
を
伴
う
諸
芸
に
比
べ
て
釣
り
が

勝
る
と
断
ず
る
こ
と
で
、
釣
り
を
「
価
値
あ
る
遊
び
」
と
し
て
高
く
称
揚
し
て
い
る
。 

 

②
釣
法
と
技
巧
（
実
践
知
の
叙
述
） 

【
現
代
語
訳
と
要
旨
】 

〔
翻
刻 

D
-
0
7
5

～D
-0
7
8

〕
釣
り
に
よ
り
切
磋
琢
磨
の
功
を
積
み
、
竿
の
手
垂
れ
の
味
わ
い
を
考
え
、

餌
の
付
け
塩
梅
を
聞
き
、
浮
き
の
浮
沈
に
心
を
配
る
。
引
き
上
げ
る
竿
は
砲
術
の
引
き
金
に
た
と
え
る

べ
き
で
、
遅
速
の
肝
要
を
知
ら
ね
ば
魚
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。 

〔
翻
刻 

D
-
1
0
8

～D
-1
0
9

〕
虫
鈎
は
四
季
の
気
候
に
応
じ
、
造
化
の
虫
を
以
て
釣
る
。
錬
磨
と
臨
機
応

変
の
妙
は
、
筆
に
尽
く
し
が
た
い
。 

〔
翻
刻 

D
-
0
8
3

～D
-0
9
6

〕
蜘
蛛
釣
り
の
流
し
釣
り
・
待
ち
釣
り
な
ど
、
竿
を
自
在
に
操
る
鍛
錬
が
必

要
で
あ
り
、
川
中
の
歩
行
は
翁
が
廊
下
を
歩
む
が
ご
と
く
、
釣
り
針
の
漂
わ
せ
方
は
、
柳
が
水
面
を
誘

う
が
ご
と
く
。
打
ち
釣
り
は
荏
油
の
し
め
か
す
を
撒
き
魚
を
寄
せ
る
。
釣
り
の
動
作
を
農
作
業
や
糸
打

ち
に
た
と
え
る
。 

 

【
解
釈
】 

釣
り
は
偶
然
で
は
な
く
、
観
察
と
判
断
の
連
鎖
で
成
立
す
る
技
術
体
系
と
し
て
語
ら
れ
る
。
遅
速
の

要
、
動
作
の
鍛
錬
、
寄
せ
の
工
夫
、
ウ
キ
の
読
解
な
ど
が
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
、
釣
り
が
「
読
ん
で
組

み
立
て
る
技
」
で
も
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。 
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と
り
わ
け
「
虫
鈎
は
、
四
季
の
気
候
に
応
じ
、
造
化
の
虫
で
以
て
釣
る
」
と
す
る
叙
述
は
、
餌
選
択

が
季
節
変
化
に
従
属
す
る
と
い
う
理
解
を
示
す
。
こ
こ
で
の
「
造
化
の
虫
」
は
自
然
界
の
虫
餌
を
基
本

義
と
し
つ
つ
、
四
季
に
応
じ
た
虫
相
を
取
り
込
む
発
想
自
体
は
、
虫
を
象
っ
た
人
工
の
疑
似
餌
（
毛
鉤
）

を
含
意
す
る
表
現
と
し
て
も
解
し
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
季
節
と
素
材
（
餌
）
か
ら
釣
り
を
組
み
立
て

る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
説
く
も
の
と
し
て
読
め
る
。 

ま
た
、
釣
法
に
つ
い
て
は
、「
蜘
蛛
釣
り
の
流
し
釣
り
あ
る
い
は
待
ち
釣
り
」「
打
ち
釣
り
（
粕
釣
り
）
」

「
蛭
子
釣
り
」
を
挙
げ
て
い
る
。
「
打
釣
り
」
に
つ
い
て
は
、
荏
油
の
し
め
か
す
を
ま
い
て
魚
を
釣
る

こ
と
、
石
の
上
に
達
磨
大
師
が
座
禅
を
組
む
が
ご
と
く
座
っ
て
釣
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
幼
魚
の
集
ま
っ
て
い
る
渕
尻
な
ど
の
岩
の
上
に
腰
掛
け
、
口
で
嚙
み
潰
し
た
荏
胡
麻
を
水
面

に
吹
き
飛
ば
し
て
魚
を
集
め
て
釣
る
「
打
ち
釣
り
」
の
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
釣
法
に
つ

い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
違
う
が
、
荏
胡
麻
（
地
域
に
よ
っ
て
ジ
ュ
ネ
や
ジ
ュ
ウ
ネ
と
称
す

る
）
を
使
っ
た
比
較
的
小
さ
な
川
魚
を
釣
る
方
法
で
あ
る
。
荏
油
の
し
め
か
す
と
い
う
表
記
で
方
言
名

で
は
な
く
、
ほ
か
に
地
域
を
断
定
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

③
釣
り
人
心
理
（
虚
栄
と
競
争
） 

【
現
代
語
訳
と
要
旨
】 

〔
翻
刻

C
-
0
40

～C
-
05
7

〕
川
と
い
う
広
々
と
し
た
場
所
で
、
互
い
に
前
に
出
た
後
ろ
に
回
っ
た
と
争

い
、
策
略
を
め
ぐ
ら
し
、
獲
物
で
他
人
に
勝
と
う
と
ば
か
り
考
え
る
。
そ
し
て
他
人
が
「
今
日
は
ど
れ

だ
け
釣
れ
た
か
」
と
尋
ね
る
と
、
本
当
は
多
く
釣
っ
た
く
せ
に
「
少
し
し
か
釣
れ
な
か
っ
た
」
と
答
え

る
。
そ
の
心
は
実
に
卑
し
く
、
「
他
人
に
獲
物
を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
恐
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
釣
り
人
は
、
自
分
の
畚
（
魚
籠
）
を
探
ら
れ
る
と
、
相
手
が
驚
い
た
り
感
心
し
た
り
す
る
の

を
見
て
、
そ
れ
を
誇
り
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
獲
物
が
な
い
と
き
に
は
、
「
今
、
針

を
投
げ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
二
、
三
度
流
し
た
だ
け
だ
」
と
嘘
を
つ
く
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
釣
れ
な
い

と
、
心
の
中
で
は
大
い
に
不
満
で
、
他
人
に
対
し
て
も
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
日
が
改

ま
っ
て
誰
か
に
釣
果
を
聞
か
れ
る
と
、
「
そ
の
日
は
畚
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
釣
れ
た
」
と
言
い
、

魚
の
大
き
さ
を
問
わ
れ
る
と
、
「
尺
以
上
、
あ
る
い
は
八
、
九
寸
の
も
の
ば
か
り
で
、
小
魚
な
ど
一
匹

も
い
な
か
っ
た
」
と
平
然
と
誇
張
す
る
。
あ
る
い
は
「
風
雨
で
釣
果
が
少
な
か
っ
た
」
と
言
い
つ
つ
、

「
そ
れ
で
も
畚
の
半
分
く
ら
い
は
釣
れ
た
」
と
嘘
を
飾
り
立
て
る
。
水
底
に
針
を
引
っ
掛
け
て
し
ま
っ

た
り
、
魚
の
大
小
に
関
係
な
く
糸
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
れ
ば
、
「
尺
以
上
の
大
物
を
釣
っ
た
が
、

強
す
ぎ
て
糸
が
切
れ
た
の
だ
」
と
言
っ
て
、
悔
し
さ
に
臍
を
噛
む
ふ
り
を
す
る
。
お
よ
そ
釣
り
人
と
い

う
も
の
は
、
十
人
中
八
、
九
人
ま
で
が
、
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

【
解
釈
】 

本
段
は
、
釣
り
の
現
場
が
自
然
と
の
駆
け
引
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
者
の
視
線
と
評
価
に
晒
さ

れ
る
「
社
交
の
場
」
で
あ
る
こ
と
を
、
虚
栄
と
競
争
の
具
体
的
描
写
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
釣
り

人
は
広
い
川
で
場
所
取
り
争
い
し
、
策
略
を
め
ぐ
ら
し
、
釣
果
で
優
位
に
立
と
う
と
す
る
が
、
そ
の

欲
望
は
露
骨
に
は
語
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
獲
物
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
「
少
し
し
か
釣
れ
な
か

っ
た
」
と
成
果
を
隠
す
言
い
回
し
を
す
る
者
が
い
る
と
い
う
。
反
対
に
不
漁
の
と
き
は
「
来
た
ば
か

り
」
「
二
、
三
度
流
し
た
だ
け
」
と
言
い
訳
し
て
面
目
を
保
ち
、
「
畚
い
っ
ぱ
い
」
「
尺
以
上
ば
か
り
」

と
誇
張
し
て
語
り
直
す
。
根
掛
か
り
や
糸
切
れ
さ
え
「
大
物
に
切
ら
れ
た
」
と
物
語
化
し
て
悔
し
さ

を
覆
う
点
に
、
釣
果
が
単
な
る
獲
得
量
で
は
な
く
名
誉
・
体
面
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
様
が
語
ら
れ

る
。
叙
述
者
は
こ
れ
を
釣
り
人
の
「
十
中
八
九
」
と
一
般
化
し
、
遊
び
と
し
て
の
釣
り
が
人
間
関
係

の
駆
け
引
き
、
嫉
妬
、
見
栄
と
い
っ
た
社
会
心
理
を
不
可
避
に
伴
う
行
為
で
あ
る
こ
と
を
描
き
出
し

て
お
り
、
現
代
の
釣
り
人
に
も
共
通
す
る
心
理
で
あ
る
点
が
興
味
深
い
。 

 ④
釣
り
を
媒
介
と
し
た
人
生
観
・
自
然
観
（
無
欲
の
境
地
） 

【
現
代
語
訳
と
要
旨
】 

〔
翻
刻 

D
-
0
6
2

～D
-0
7
2

〕
釣
り
は
仙
家
の
翫
楽
で
あ
っ
て
凡
人
の
業
で
は
な
い
。
天
を
仰
い
で
日
月

の
晴
曇
・
風
雨
を
考
え
、
地
に
俯
し
て
川
の
深
浅
・
清
濁
、
魚
の
居
不
居
と
多
寡
を
察
し
、
軽
い
竿
を

携
え
、
腰
に
は
兵
糧
と
「
長
生
不
老
の
瓢
」
を
下
げ
、
山
水
を
友
と
し
て
心
を
閑
か
に
す
る
。
地
理
を

胸
に
暗
誦
し
、
道
具
の
巧
み
を
掌
中
に
め
ぐ
ら
せ
、
千
里
の
外
に
施
す
か
の
よ
う
に
獲
物
を
取
る
。 

【
解
釈
】 

本
書
の
到
達
点
と
し
て
、
釣
り
を
媒
介
と
し
た
人
生
観
・
自
然
観
の
提
示
が
現
れ
る
。
釣
り
を
「
仙

家
の
遊
び
」
と
し
、
天
候
や
水
の
清
濁
、
魚
影
の
所
在
を
察
し
、
道
具
を
工
夫
す
る
過
程
を
通
じ
て
「
無

欲
の
境
地
」
に
至
る
と
説
く
箇
所
は
、
釣
り
を
精
神
修
養
で
あ
る
と
同
時
に
知
的
実
践
と
し
て
正
当
化

す
る
。 

 

こ
こ
で
い
う
無
欲
は
、
禁
欲
と
い
う
よ
り
も
、
釣
果
の
有
無
に
心
を
動
か
さ
れ
な
い
平
常
心
と
し
て
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具
体
化
さ
れ
、
自
然
に
従
う
態
度
が
人
格
形
成
（
振
る
舞
い
・
人
柄
）
へ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
⑤
社
会
風
刺
・
批
判
（
釣
り
の
行
為
の
高
位
化
） 

【
現
代
語
訳
と
要
旨
】 

〔
翻
刻 

D
-
0
0
2

～D
-0
0
8

〕『
普
門
品
』
に
は
「
生
き
物
を
殺
す
こ
と
を
殺
生
と
い
い
、
こ
れ
を
第
一
の

禁
戒
と
す
る
」
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
愚
か
な
衆
生
を
教
え
導
く
た
め
の
深
い
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
深
意
を
知
ら
ず
、
か
た
く
な
に
教
え
を
信
じ
て
、
か
え
っ
て
我
が
神
国
の
尊
さ
を
そ
し

り
、
祢
宜
や
神
主
が
仏
を
侮
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
実
に
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。 

〔
翻
刻

D
-
0
3
7

～D
-
05
3

〕
彦
火
々

ひ

こ

ほ

ほ

出 で

見 み
の

尊
み
こ
と

の
海
釣
り
と
龍
宮
譚
、
太
公
望
の
直
針
、
神
功
皇
后
の
釣

り
の
誓
い
な
ど
、
神
代
・
和
漢
の
逸
話
を
連
ね
、
釣
り
の
徳
と
権
威
を
高
く
語
る
。
太
平
の
世
の
安
楽

さ
え
釣
竿
の
神
徳
に
結
び
つ
け
る
。 

〔
翻
刻D

-
1
1
3

～D
-
12
0

〕「
馬
鹿
者
の
姿
」
を
描
け
と
頼
ま
れ
た
画
師
が
釣
り
人
を
描
き
、
さ
ら
に
釣

り
人
を
見
物
す
る
者
を
描
い
た
と
い
う
逸
話
を
紹
介
す
る
。
語
り
手
は
、
釣
る
者
の
情
を
知
ら
ず
嘲
笑

す
る
画
師
こ
そ
が
凡
俗
の
大
馬
鹿
者
だ
と
断
じ
る
。 

【
解
釈
】 

仏
教
の
殺
生
観
を
掲
げ
、
魚
を
釣
る
行
為
の
倫
理
的
正
当
性
を
語
り
つ
つ
、
神
仏
を
利
得
化
す
る
社

会
へ
の
風
刺
を
織
り
交
ぜ
る
。
さ
ら
に
神
代
・
和
漢
の
逸
話
を
連
鎖
さ
せ
て
釣
り
の
「
徳
」
を
権
威
づ

け
高
位
化
し
て
い
る
。
末
尾
で
は
、
釣
り
人
を
嘲
笑
す
る
側
こ
そ
愚
者
と
す
る
逸
話
を
置
き
、
随
筆
と

教
訓
が
混
じ
り
合
う
独
特
の
語
り
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑥
釣
り
雑
感
（
出
費
へ
の
戒
め
） 

【
現
代
語
訳
と
要
旨
】 

〔
翻
刻E

-
0
1
4

～E
-
02
8

〕
釣
り
に
耽
っ
て
他
を
顧
み
ず
、
父
母
の
禁
戒
も
振
り
切
っ
て
き
た
が
、
歳

月
の
中
で
天
命
を
知
る
年
齢
を
越
え
る
に
至
っ
た
。
再
び
こ
の
道
に
心
を
傾
け
る
と
楽
し
み
は
倍
増

す
る
一
方
、
楽
し
み
が
極
ま
れ
ば
財
が
尽
き
る
と
自
戒
し
、
若
者
に
戒
め
る
。 

〔
翻
刻E

-
0
0
3

～E
-
01
4

〕
若
い
こ
ろ
は
釣
り
に
関
心
が
な
か
っ
た
が
、
友
に
誘
わ
れ
弥
生
の
川
辺
で

見
物
す
る
。
虫
餌
で
釣
れ
ぬ
様
子
に
諺
を
思
い
出
し
た
直
後
、
尺
に
近
い
赤
い
魚
が
上
が
り
、
続
け

て
釣
れ
る
の
を
見
て
釣
り
人
の
心
情
を
理
解
し
、
面
白
さ
を
知
る
。 

【
解
釈
】 

楽
し
み
を
極
め
れ
ば
財
が
尽
き
、
娯
楽
は
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
さ
え
あ
る
と
い
う
自
戒
が
明
確
に
語

ら
れ
る
。
釣
り
を
「
風
雅
」
と
し
て
持
ち
上
げ
な
が
ら
も
、
溺
れ
る
こ
と
へ
の
倫
理
的
歯
止
め
が
同

時
に
提
示
さ
れ
る
。 

ま
た
、
若
年
期
に
は
釣
り
心
が
な
か
っ
た
叙
述
者
が
友
人
に
誘
わ
れ
て
川
辺
で
見
物
し
、
や
が
て

釣
り
に
没
入
し
て
い
く
回
想
譚
が
置
か
れ
る
。
こ
の
回
想
は
、
の
ち
に
「
楽
し
み
を
極
め
れ
ば
財
が

尽
き
る
」
と
い
う
父
母
の
戒
め
を
理
解
し
、
若
者
や
職
責
あ
る
者
は
溺
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
自
ら

を
抑
え
る
結
び
へ
と
接
続
す
る
。 

 

（
三
）
総
合
考
察 

 

以
上
の
整
理
か
ら
、
現
存
本
は
釣
り
の
魅
力
を
賛
美
す
る
随
筆
的
叙
述
を
骨
格
に
据
え
つ
つ
、
具
体

的
な
釣
法
と
技
巧
、
釣
り
人
心
理
と
人
間
関
係
の
機
微
、
さ
ら
に
釣
り
を
媒
介
と
し
た
人
生
観
・
自
然

観
へ
と
議
論
を
展
開
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
加
え
て
、
虚
栄
や
競
争
、
出
費
へ
の
戒
め
が
随
所
に
差

し
挟
ま
れ
る
こ
と
で
、
単
な
る
遊
興
礼
賛
で
は
な
く
、
釣
り
を
通
じ
て
振
る
舞
い
を
整
え
、
自
然
の
中

に
身
を
置
く
こ
と
で
心
を
平
ら
か
に
保
つ
「
道
」
を
説
く
教
訓
性
を
帯
び
た
書
物
と
し
て
成
立
し
て
い

る
。
叙
述
者
は
、
釣
り
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
釣
り
を
と
お
し
て
自
然
・
人
生
・
社
会
を
見
つ
め
る
豊
か

な
感
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
釣
り
を
単
な
る
技
術
と
し
て
で
は
な
く
、
情
緒
と
精
神
性
を
伴
う
「
文

化
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

本
書
の
叙
述
構
造
を
見
れ
ば
、
釣
り
は
（
一
）
価
値
づ
け
ら
れ
た
遊
び
と
し
て
提
示
さ
れ
、
（
二
）

観
察
と
判
断
の
技
術
と
し
て
具
体
化
さ
れ
、（
三
）
名
誉
や
優
越
感
を
め
ぐ
る
心
理
・
社
会
性
を
帯
び
、

（
四
）
自
然
に
従
う
態
度
と
平
常
心
（
無
欲
）
へ
回
収
さ
れ
る
。
さ
ら
に
（
五
）
社
会
風
刺
に
よ
っ
て

価
値
の
正
当
化
が
補
強
さ
れ
、
（
六
）
浪
費
へ
の
戒
め
に
よ
っ
て
熱
中
の
危
う
さ
が
制
御
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
釣
り
を
「
風
雅
」
と
「
戒
め
」
の
両
面
か
ら
組
み
立
て
て
書
き
綴
り
、
釣
り
の
面
白
さ
を
入
口

に
し
て
、
行
い
の
是
非
や
心
の
持
ち
方
を
考
え
さ
せ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
現
存
本
は
、
「
遊
び
と
し
て
の
川
釣
り
」
を
具
体
的
に
復
元
す
る
た
め
の
、
稀
少
な
史

料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
技
法
の
断
片
だ
け
で
な
く
、
釣
り
が
い
か
に
価
値
づ
け
ら
れ
、

い
か
に
語
ら
れ
、
い
か
に
社
会
や
倫
理
と
接
続
さ
れ
る
か
が
、
ま
と
め
て
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。 
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第
二
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
現
存
本
の
成
立
事
情
（
叙
述
者
・
伝
来
）
に
は
未
確
定
部
分
が
残
り
、

内
容
分
析
の
み
か
ら
著
者
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
横
川
の
既
知
著
作
に

見
え
る
川
魚
・
釣
り
関
連
記
述
を
整
理
し
、
『
四
季
の
簑
笠
』
の
叙
述
と
接
続
し
得
る
要
素
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
現
存
本
の
位
置
づ
け
を
補
強
す
る
。 

 四 

横
川
著
作
に
見
る
川
魚
・
釣
り
に
関
す
る
記
述 

 

本
章
で
は
、
現
存
本
の
内
容
分
析
を
踏
ま
え
、
横
川
の
既
知
著
作
の
う
ち
、
川
魚
や
釣
り
に
言
及
す

る
箇
所
を
整
理
す
る
。
目
的
は
、
著
者
断
定
の
直
接
根
拠
を
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
横
川
が
川
魚
・
漁

撈
・
釣
り
具
素
材
な
ど
に
対
し
て
ど
の
程
度
の
関
心
と
観
察
を
示
し
て
い
た
か
を
確
認
し
、
関
心
領
域

の
補
助
線
と
し
て
扱
う
こ
と
に
あ
る
。 

 （
一
）『
飢
饉
考
』
に
見
え
る
川
魚
・
河
川
環
境
の
観
察 

『
飢
饉
考
』
全
九
巻
は
基
本
的
に
災
害
史
・
飢
饉
対
策
を
記
録
し
た
硬
質
な
文
献
で
あ
る
が
、
そ
の

中
に
川
魚
に
関
す
る
短
い
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
量
と
し
て
は
多
く
な
い
も
の
の
、
横
川
が
川
魚
の

増
減
に
つ
い
て
観
察
し
、
凶
作
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
書
き
記
し
て
い
る
。
そ
の
数
例
を
以
下
に
挙
げ

る
。 

 

『
飢
饉
考
』
巻
七 

鱒
山
辺
の
魚 

 
 

 
 

一 

文
政
十
一
戊
子 

川
々
に
鱒
夥
登
鱒
漁
夥
し 

同
十
二
己
丑
年
又
川
々
山
へ
の
魚
至

て
多
し 

分
て
去
冬
年
鱒
山
へ
の
魚
覚
な
き
夥
し
き
事
也
き 

 
 

上
記
は
、
文
政
十
一
年
に
川
へ
鱒
が
夥
し
く
上
り
鱒
漁
が
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
、
同
じ
く
十
二
年
に

も
川
に
魚
が
多
く
集
ま
っ
た
こ
と
、
と
り
わ
け
冬
に
は
こ
れ
ま
で
に
覚
え
が
な
い
ほ
ど
魚
が
多
か
っ
た

こ
と
を
記
す
。
年
ご
と
の
川
魚
の
魚
影
の
変
化
を
記
録
し
、
自
然
環
境
の
指
標
と
し
て
把
握
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

『
飢
饉
考
』
巻
七 

凶
作
の
兆 

 
 

 
 

一 

三
年
已
前
よ
り
川
魚
次
第
に
不
足 

辰
巳
両
年
別
て
不
足
す 

是
凶
作
の
兆
歟 

 

三
年
前
か
ら
川
魚
が
次
第
に
取
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
凶
作
の
兆
候
で
あ
る

と
と
ら
え
て
い
る
。
農
作
物
の
み
な
ら
ず
水
辺
環
境
の
変
調
を
総
合
的
に
見
よ
う
と
す
る
視
点
を
示
し

て
い
る
。 

 

『
飢
饉
考
』
巻
九 

 
 

 
 

十
二
月
天
候
並
に
相
場 

 
 

 
 

一 

十
二
月
朔
日
快
晴
寒 

米
壱
駄
三
〆
五
百
文
（
以
下
中
略
、
天
候
と
物
価
を
示 

す
）
世
の
中
不
景
気
筆
紙
に
尽
し
難
し 

或
人
の
説
に
近
年
海
岸
并
炮
術
調
練
の 

響
に
依
て 

魚
岸
近
く
寄
来
ら
す 

御
城
下
頓
て
日
夜
に
調
練
貝
太
鼓
大
炮
の
響 

に
依
て
川
魚
右
に
准
し
不
足
し 

其
上
近
来
至
て
釣
人
日
夜
に
夥
敷
網
仕
事
種
々 

の
工
夫
を
以
て
す
く
ひ
上
小
堰
は
留
て
水
を
干
有
限
を
取
尽
し 

冬
は
し
か
割
に 

て
拾
い
取
（
中
略
）
川
魚
も
不
足
貝
太
鼓
炮
術
の
為
に
日
々
の
響
に
て
小
鳥
も
渡 

り
不
来
と
云
々 

左
も
有
へ
き
歟 

 
 

 
 

 

十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
は
晴
天
の
日
が
多
い
も
の
の
寒
気
が
厳
し
く
、
日
中
も
冷
え
込
み
、
夜
は
さ

ら
に
寒
さ
が
増
し
た
。
こ
の
気
候
の
た
め
市
中
で
は
物
価
が
高
騰
し
、
商
人
も
仕
入
れ
に
苦
し
み
、
商

い
を
控
え
る
者
さ
え
出
た
と
い
う
。
海
辺
で
は
漁
が
思
う
よ
う
に
行
わ
れ
ず
、
漁
師
た
ち
は
困
窮
し
、

塩
引
き
に
用
い
る
鮭
を
は
じ
め
、
そ
の
ほ
か
の
魚
も
不
足
し
て
い
た
。
そ
の
影
響
は
内
陸
に
も
及
び
、

川
魚
も
ま
た
十
分
に
得
ら
れ
ず
、
不
足
す
る
状
況
と
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
砲
術
訓
練
の
影
響
に
よ

り
魚
が
岸
辺
に
寄
り
付
か
な
く
な
り
、
御
城
下
で
は
昼
夜
を
分
か
た
ず
網
に
よ
る
大
掛
か
り
な
漁
が
行

わ
れ
た
。
近
頃
は
釣
り
人
が
大
変
多
く
、
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
魚
を
す
く
い
取
り
、
小
堰
を
止
め

て
水
を
干
し
、
限
り
あ
る
魚
を
取
り
つ
く
し
て
し
ま
う
。
太
鼓
や
砲
術
の
音
が
日
々
絶
え
ぬ
た
め
、
小

鳥
さ
え
渡
っ
て
こ
な
く
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。 

横
川
の
記
述
は
、
気
候
変
動
な
ど
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
作
物
や
魚
の
生
産
が
左
右
さ
れ
る
状

況
を
具
体
的
に
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
砲
術
訓
練
の
騒
音
や
過
度
な
漁
撈
行
為
な
ど
、
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人
間
の
活
動
が
河
川
環
境
や
魚
類
資
源
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
川
の
環
境
を
単
な
る
自
然
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間

社
会
と
の
関
係
の
中
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
生
活
者
の
視
点
を
示
し
て
い
る
。 

 

（
二
）『
飢
饉
考
』
に
見
え
る
釣
り
竿
材
（
竹
）
と
流
通 

 

ま
た
、
『
飢
饉
考
』
巻
四
に
は
、
当
時
の
釣
り
竿
の
原
材
料
で
あ
る
竹
に
関
す
る
重
要
な
手
掛
か
り

と
な
る
記
述
が
あ
る
。 

『
飢
饉
考
』
巻
四 

仙
台
よ
り
し
の
竹
と
い
へ
る
竹
舟
に
て
新
山
迄
年
々
夥
し
く
持
来
り 

是
を
元
竹
と 

し
て
に
か
竹
を
う
ら
竹
と
し
多
分
釣
竿
に
用
ゆ 

此
う
ら
竹
御
城
下
近
在
は
寒
気
の 

為
に
痛
ん
て
不
宜 

花
巻
二
郡
中
に
生
ず
る
を
最
上
と
す 

然
る
に
天
保
三
年
に
悉 

く
御
城
下
近
在
は
申
に
不
及
花
巻
迄
枯
尽
し 

仙
台
の
し
の
竹
枯
尽
し
て
新
山
へ
不 

持
来 

漸
十
ヶ
年
程
過
て
少
々
宛
は
仙
台
よ
り
も
来
り 

花
巻
御
城
下
近
在
よ
り
も 

出
来
て
竹
藪
如
元
実
生
茂
れ
り 

予
若
年
の
頃
よ
り
好
ん
で
釣
を
な
す
故
に 

此
事 

を
詳
に
知
り
て
爰
に
記
す
の
み 

  

こ
の
記
述
の
ポ
イ
ン
ト
を
四
つ
に
整
理
す
る
。（
一
）
当
時
の
釣
り
竿
の
原
料
竹
で
あ
る
「
し
の
竹
」

を
船
で
仙
台
か
ら
か
な
り
の
量
を
新
山
河
岸
ま
で
運
ん
で
い
た
こ
と
、（
二
）「
う
ら
竹
」
と
い
う
も
の

に
つ
い
て
は
、
花
巻
に
生
ず
る
竹
が
最
上
で
、
こ
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
釣
り
竿
を
作
っ
て
い
た
こ

と
、
（
三
）
天
保
三
年
に
天
候
不
順
の
た
め
竹
が
枯
渇
し
、
仙
台
の
「
し
の
竹
」
も
枯
れ
て
新
山
へ
は

運
べ
な
か
っ
た
こ
と
、
（
四
）
横
川
自
身
が
若
い
こ
ろ
か
ら
釣
り
を
趣
味
と
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
こ
れ

を
書
き
留
め
て
お
く
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

横
川
は
若
年
期
か
ら
釣
り
を
好
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
書
き
記
し
た
と
し
て
お
り
、
釣
り
具
素
材
へ
の

関
心
が
個
人
的
経
験
に
根
差
し
て
い
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
釣
り
を
嗜
む
主
体
と
し
て
自
己

言
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
横
川
が
釣
り
に
関
す
る
知
識
や
感
懐
を
文
章
化
し
得
る
素
地
を
有
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
釣
り
に
関
す
る
随
筆
『
四
季
の
簑
笠
』
の
成
立
を
横
川
の
執

筆
活
動
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
見
通
し
も
成
り
立
つ
。 

 

 

（
三
）『
見
聞
随
筆
』
に
見
え
る
「
天
具
須
」
記
述 

 

本
書
は
、
全
十
七
巻
か
ら
な
り
、
そ
の
内
容
は
横
川
が
多
年
に
わ
た
り
見
聞
し
た
も
の
、
自
ら
手
に

し
た
史
料
が
も
と
に
な
っ
て
お
り
、
盛
岡
藩
領
内
の
見
聞
の
み
で
は
な
く
、
全
国
的
な
史
料
を
も
と
に

編
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
書
の
内
容
要
約
に
つ
い
て
、
『
見
聞
随
筆
』
の
刊
行
に
寄
せ
て
の
文

中
に
、
諸
国
の
社
会
的
事
件
、
外
交
交
易
、
凶
作
、
地
震
、
火
事
な
ど
、
庶
民
の
生
活
に
深
い
か
か
わ

り
の
あ
る
も
の
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
『
内
史
略
』
は
単
々
と
し
て
史
実
を
記
録
し
て
い
る
が
、

こ
の
『
見
聞
随
筆
』
に
お
い
て
は
、
横
川
の
意
見
が
随
所
に
記
さ
れ
て
い
る
と
ま
と
め
て
い
る
。 

本
書
の
中
で
釣
り
具
に
関
す
る
記
述
は
以
下
の
一
ヶ
所
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
横
川
自
身
は
天

具
須
を
釣
り
具
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。 

 

『
見
聞
随
筆
』
巻
七 

天
具
須 

 

栗
に
付
毛
虫
の
繭
よ
り
出
る
と
云 

幾
本
に
も
裂
る 

つ
や
よ
し 

紙
漉
簾
の
あ 

み
糸
に
可
用
哉 

 
 

天
具
須
（
テ
グ
ス
）
と
は
、
テ
グ
ス
サ
ン
と
い
う
蛾
の
幼
虫
の
体
内
（
絹
糸
腺
）
か
ら
取
り
出
さ
れ

る
繊
維
物
質
で
、
江
戸
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
昭
和
三
十
年
代
ま
で
釣
り
糸
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
。

テ
グ
ス
サ
ン
に
は
、
天
蚕
（
ヤ
マ
マ
ユ
）
、
柞
蚕
、
樟
蚕
、
樗
蚕
（
シ
ン
ジ
ュ
サ
ン
）
、
桑
蚕
（
ク
ワ
ゴ
）

等
の
種
類
が
あ
る
が
、
何
れ
も
絹
糸
腺
か
ら
取
っ
た
糸
で
透
明
か
つ
強
さ
が
あ
る
こ
と
か
ら
釣
り
糸
に

も
用
い
ら
れ
た

（20）

。
横
川
は
紙
漉
簾
の
網
糸
用
途
を
推
測
す
る
に
と
ど
ま
り
、
釣
り
糸
用
途
を
明
示
し

て
い
な
い
。
釣
り
嗜
好
を
示
す
記
事
が
あ
る
一
方
、
素
材
知
識
の
領
域
に
は
不
確
定
さ
も
残
る
。 

 （
四
）
小
括 

以
上
よ
り
、
横
川
は
歴
史
家
と
し
て
の
硬
質
な
記
述
だ
け
で
な
く
、
川
魚
の
増
減
、
河
川
環
境
と
資

源
利
用
、
釣
り
竿
材
の
流
通
な
ど
釣
り
文
化
を
支
え
る
周
辺
要
素
に
も
一
定
の
目
配
り
を
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
『
四
季
の
蓑
笠
』
を
横
川
自
著
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
少
な
く

と
も
「
内
容
面
」
の
関
心
領
域
か
ら
直
ち
に
排
除
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。 
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こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
次
の
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
史
料
学
的
検
討
、
内
容
分
析
、
周
辺
著
作
の

整
理
で
得
ら
れ
た
知
見
を
統
合
し
、
本
稿
の
結
論
と
今
後
の
課
題
を
整
理
す
る
。 

 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
は
、「
遊
び
と
し
て
の
川
釣
り
」
を
め
ぐ
る
史
料
の
空
白
に
対
し
、
釣
り
随
筆
『
四
季
の
蓑
笠
』

を
取
り
上
げ
、
そ
の
体
裁
・
伝
来
と
著
者
問
題
を
史
料
学
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
本
文
の
精
読
を

通
じ
て
釣
り
観
・
自
然
観
・
社
会
観
の
内
実
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

第
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
現
存
本
は
著
者
名
を
欠
き
、
横
川
直
筆
と
さ
れ
る
諸
著
作
と
筆
致
・

筆
跡
が
整
合
し
な
い
点
か
ら
、
現
段
階
で
横
川
自
著
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
目
録
類
お
よ
び

太
田
・
一
ノ
倉
ら
に
よ
る
紹
介
を
踏
ま
え
れ
ば
、
横
川
著
作
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
は
重

視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
当
面
は
「
横
川
良
助
著
と
目
さ
れ
て
き
た
史
料
」
と
し
て
暫
定
的
に
位
置
付

け
て
取
り
扱
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。
原
本
の
所
在
、
な
ら
び
に
筆
写
・
装
丁
に
至
る
過
程
の
確
定
が
今

後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
今
後
も
調
査
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。 

一
方
で
第
三
章
の
分
析
か
ら
、『
四
季
の
蓑
笠
』
は
釣
り
を
単
な
る
技
法
の
集
積
と
し
て
で
は
な
く
、

叙
述
者
の
比
喩
・
諧
謔
・
抒
情
を
伴
う
社
会
的
実
践
と
し
て
描
き
出
し
、
江
戸
後
期
の
川
釣
り
を
め
ぐ

り
、
当
時
の
娯
楽
観
・
自
然
観
・
社
会
観
を
読
み
解
く
窓
口
と
な
り
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
（
一
）
江
戸
後
期
の
川
釣
り
を
め
ぐ
る
情
緒
的
・
思
想
的
側
面
を
示
す
稀
少
な
随
筆
と
し

て
の
価
値
、（
二
）
釣
り
文
化
の
再
構
成
に
資
す
る
素
材
と
し
て
の
有
効
性
、（
三
）
た
だ
し
著
者
・
成

立
、
伝
来
の
確
定
に
は
史
料
学
的
検
討
（
原
本
探
索
、
関
連
目
録
・
蔵
書
印
の
追
跡
、
同
時
代
の
釣
り

随
筆
と
の
比
較
等
）
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
三
点
を
本
稿
の
結
論
と
す
る
。 

 

謝
辞 史

料
調
査
な
ら
び
に
写
真
掲
載
に
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
、
御
指
導
、
御
助
言
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
本
論
は
、
公
益
財
団
法
人
水
・
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
財
団
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

協
力
者
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

泉
山
恵
一
、
岩
持
河
奈
子
、
大
石
ゆ
め
、
大
銧
地
駿
佑
、
小
原
祐
子
、
小
島
博
人
、
三
好
幸
喜
、
岩
手

県
立
図
書
館
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館 

  

註 １ 

江
戸
期
の
盛
岡
藩
領
内
に
お
け
る
「
遊
び
と
し
て
の
釣
り
」
を
示
す
記
録
例
と
し
て
、
第
十
一
代
藩
主
南
部
利 

敬
が
四
、
五
歳
の
こ
ろ
、
江
戸
下
屋
敷
の
池
で
釣
り
を
し
て
楽
し
ん
だ
記
録
『
円
子
記
日
記
』（
も
り
お
か
歴
史 

 
 

文
化
館
蔵
）、
同
じ
く
十
五
代
藩
主
南
部
利
剛
が
鉛
温
泉
に
湯
治
滞
在
中
、
鱒
釣
り
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
記
録
「
中 

 
 

将
様
万
丁
目
通
船
工
為
御
湯
治
被
為
入
候
ニ
付
御
用
留
」
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館 

蔵
）
が
あ
る
。
以
上
、
小
原
祐
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、『
盛
岡
藩
家
老
席
日
記 

雑
書
』
巻
３９ 

116
頁 

に
川
で
投
げ
釣
り
を
し
て
い
た
武
士
の
子
が
切
り
付
け
ら
れ
た
事
件
の
記
録
、『
南
部
叢
書
』
第
9
冊
に
山
伏
が 

釣
り
を
し
て
に
ん
か
ん
と
い
う
魚
を
釣
り
上
げ
た
話
等
、
断
片
的
な
川
釣
り
の
様
子
が
見
え
る
が
当
時
の
詳
細

な
川
釣
り
遊
び
の
記
録
は
総
じ
て
乏
し
い
。 

２ 

「
美
濃
笠
」
、「
美
農
か
さ
」
の
表
記
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
以
降
す
べ
て
「
蓑
笠
」
に
統
一
す
る
。 

３ 

太
田
孝
太
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
六
七
）
。
盛
岡
生
ま
れ
。
実
業
家
・
東
洋
史
学
者
・
郷
土
史
家
。
岩
手
日
報 

社
社
長
も
務
め
、
天
津
勤
務
中
、
古
印
の
研
究
・
収
集
を
始
め
る
。
盛
岡
藩
史
や
民
俗
学
な
ど
郷
土
史
の
研
究
と 

と
も
に
、
篆
書
の
書
道
に
打
ち
込
み
、
第
一
人
者
と
さ
れ
る
（
『
岩
手
県
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
』
94—

95
頁
、 

角
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）。 

４ 

一
ノ
倉
則
文
編
『
用
語
南
部
盛
岡
藩
辞
典
』（
東
洋
書
院
、
一
九
八
四
年
）「
横
川
良
助
」
項
。
本
文
中
の
伝
記 

的
記
述
（
「
高
潔
に
し
て
学
を
好
み…

」
）
は
同
項
に
拠
っ
た
。 

５ 

岩
手
県
立
図
書
館
編
『
岩
手
史
叢 

第
六
巻 

見
聞
随
筆
上
』
（
岩
手
県
文
化
財
愛
護
協
会
、
一
九
八
三
年
） 

12
頁
。 

６ 
前
掲
書
註
５
書
、
108
頁
（
『
見
聞
随
筆
』
中
の
鹿
角
毛
馬
内
滞
在
記
事
）
。 

７ 

盛
岡
市
著
・
森
嘉
兵
衛
監
集
『
盛
岡
市
史
』
別
扁
・
人
物
志
（
杜
陵
印
刷
、
一
九
五
四
年
）
84
頁
。
人
物
志

は
太
田
孝
太
郎
稿
。 

８ 

前
掲
註
７
書
、
97
頁
。 

９ 

太
田
俊
穂
著
『
南
部
藩
記―

『
内
史
略
』
の
世
界
』（
大
和
書
房
、
一
九
七
五
年
）
第
七
章
「
歴
史
家
の
眼―

 

十 
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南
部
藩
史
の
群
像
」
、
192
頁
。
同
書
は
『
盛
岡
市
史
』
人
物
志
の
記
述
を
引
用
し
、
横
川
の
釣
り
嗜
好
と
『
四
季 

の
美
濃
笠
』
へ
の
言
及
を
紹
介
す
る
。 

10 
岩
手
県
立
図
書
館
編
『
岩
手
史
叢
』（
岩
手
県
文
化
財
愛
護
協
会
、
一
九
八
三
年
）
。
序
文
（
鈴
木
彦
次
郎
稿
） 

に
太
田
孝
太
郎
の
人
物
志
記
述
が
参
照
さ
れ
る
。 

 

11 

一
ノ
倉
則
文
編
『
用
語
南
部
盛
岡
藩
辞
典
』
（
東
洋
書
院
、
一
九
八
四
年
）
「
横
川
良
助
」
項
。
「
常
に
釣
を 

好
み
、
自
ら
「
川
辺
気
長
」「
魚
縋
」
「
畚
売
成
」
「
逍
遥
舎
」
「
釣
友
成
」
等
と
号
し
て
、
北
水
に
糸
を
垂
れ
て 

い
た
」
等
の
記
述
は
『
盛
岡
市
史
』
人
物
志
を
踏
ま
え
る
。 

12 

加
藤
秀
俊
ほ
か
編
纂
『
ふ
る
さ
と
の
人
と
知
恵 

岩
手
（
聞
き
書
き
に
よ
る
知
恵
シ
リ
ー
ズ
）
』
（
農
山
漁
村 

文
化
協
会
、
一
九
八
八
年
）
202
頁
（
佐
々
木
祐
子
稿
）
。
横
川
が
北
上
川
へ
行
き
糸
を
垂
れ
た
と
い
う
逸
話
は 

太
田
俊
穂
の
紹
介
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
い
。 

13 

太
田
俊
穂
（
一
九
〇
九
～
一
九
八
八
）
盛
岡
生
ま
れ
。
岩
手
放
送
の
創
始
者
の
一
人
。
文
筆
業
で
も
活
躍 

し
、
県
内
の
文
化
振
興
に
も
力
を
尽
く
し
た
。 

14 

太
田
俊
穂
著
『
北
方
史
の
残
映
』
（
牧
野
出
版
、
一
九
七
七
年
）
71
頁
。
前
註
9
掲
書
で
も
横
川
の
狂
歌
名

や
釣
り
嗜
好
、
『
四
季
の
蓑
笠
』
の
伝
承
に
言
及
す
る
。 

15 

岩
手
県
立
図
書
館
編
「
岩
手
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
目
録
」
（
和
本
の
部
）
176
頁
。
「
文
学 

俳
諧 

接
侍 

聿
修 

自
筆 

文
政
十
二
」。
目
録
上
は
「
俳
諧 

釣
千
葉
」
と
記
載
さ
れ
る
。 

16 

劉
海
宇
・
玉
澤
友
基
・
松
村
一
徳
編
集
『
風
雅
好
古 
:
 

太
田
夢
庵
の
金
石
収
蔵
研
究
と
文
人
の
世
界
』（
太 

田
夢
庵
顕
彰
会
、
二
〇
一
九
年
）
94
頁
。
『
四
季
の
蓑
笠
』
と
同
型
・
字
体
の
「
楓
園
」
印
が
確
認
で
き
る
。 

17 

一
ノ
倉
則
文
（
一
八
九
一—

一
九
六
八
）
。
東
和
町
生
ま
れ
。
盛
岡
市
議
、
農
工
銀
行
な
ど
の
役
員
の
か
た
わ 

ら
郷
土
史
研
究
に
打
ち
込
み
、
史
料
の
発
掘
と
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。 

18 

「
斎
藤
報
恩
会
時
報
（
一
三
七
）
」
（
一
九
三
八
年
）
所
載
「
盛
岡
藩
の
著
書
と
其
の
著
者
」
（
一
ノ
倉
則 

文
）
、
太
田
孝
太
郎
「
南
部
藩
著
述
目
録
」
（
一
九
四
〇
年
）
、
「
家
蔵
」
と
は
南
部
家
蔵
の
意
。
岩
手
県
立
図
書 

館
『
郷
土
資
料
目
録
』
（
一
九
六
五
・
一
九
八
一
年
）
に
は
「
文
学 

随
筆 

四
季
の
美
濃
か
さ 

文
政
一

一
」
等
の
記
載
が
あ
る
。
な
お
、
本
文
引
用
中
の
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
強
調
で
あ
る
。 

19 

岩
手
県
立
図
書
館
「
新
渡
戸
文
庫
郷
土
資
料
目
録
」
（
一
九
五
四
年
）
に
は
『
四
季
の
蓑
笠
』
の
記
載
が
確 

認
で
き
な
い
。 

20 

日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
編
『
明
治
前
日
本
漁
業
技
術
史
』
新
訂
版
（
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
年
） 

96—

109
頁
。
渋
沢
敬
三
は
、
真
正
の
テ
グ
ス
原
虫
を
楓
蚕
と
し
、
日
本
で
は
樟
蚕
等
と
の
混
同
が
あ
っ
た
可
能 

性
を
述
べ
る
。
テ
グ
ス
の
原
材
料
理
解
に
は
文
献
上
の
変
遷
が
あ
り
、
元
禄
八
年
刊
『
本
朝
食
鑑
』
を
初
見
と 

し
て
各
種
文
献
に
散
見
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
江
戸
時
代
に
天
蚕
糸
を
作
り
釣
糸
と
し
た
人
物
と
し
て
阿 

部
将
翁
（
一
六
五
〇―

一
七
五
三
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
青
木
恵
一
郎
著
『
岩
手
農
業
風
土
人
物
誌
』
千
城
、
一 

九
七
五
年
）
7
頁
。 

（
こ
ん
ど
う
・
よ
し
こ
／
岩
手
県
立
博
物
館
〒
〇
二
〇-

〇
一
〇
二 

盛
岡
市
上
田
字
松
屋
敷
三
四
） 

 

要
旨 

 

江
戸
時
代
の
盛
岡
藩
領
内
に
お
け
る
「
遊
び
と
し
て
の
川
釣
り
」
を
復
元
す
る
た
め
の
同
時
代
資
料
は
き
わ
め

て
乏
し
く
、
現
状
で
は
手
掛
か
り
は
散
発
的
に
確
認
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。
本
稿
は
、
そ
の
空
白
を
補
う
可
能
性
を

も
つ
釣
り
随
筆
『
四
季
の
蓑
笠
』
を
対
象
に
、（
一
）
横
川
良
助
（
安
永
三
年―

安
政
四
年
）
と
の
関
係
を
め
ぐ
る

先
行
言
及
の
整
理
、（
二
）
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
の
現
存
本
の
体
裁
・
蔵
書
印
・
目
録
記
載
に
も
と
づ
く
史
料
学

的
検
討
、（
三
）
本
文
精
読
に
よ
る
釣
り
観
・
自
然
観
・
倫
理
観
の
抽
出
、（
四
）
横
川
既
知
著
作
に
見
え
る
川
魚
・

釣
り
関
連
記
述
と
の
接
続
可
能
性
の
確
認
を
行
っ
た
。
検
討
の
結
果
、
現
存
本
は
現
段
階
で
横
川
自
著
と
断
定
で

き
な
い
。
一
方
で
、
本
書
は
釣
法
や
技
巧
を
具
体
的
に
記
す
だ
け
で
な
く
、
釣
り
人
の
心
理
、
社
会
へ
の
揶
揄
、
自

戒
や
節
度
と
い
っ
た
倫
理
的
視
点
も
織
り
込
み
な
が
ら
、
川
釣
り
を
個
人
の
遊
興
に
と
ど
ま
ら
な
い
営
み
と
し
て

描
き
出
す
稀
少
な
史
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
著
者
帰
属
を
留
保
し
つ
つ
も
、
江
戸
後
期
の
川
釣
り
文
化

を
再
構
成
す
る
た
め
の
重
要
素
材
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

 

 

キ
ー
ワ
ー
ド 

横
川
良
助
、
釣
り
随
筆
、
四
季
の
蓑
笠
、
川
釣
り
、
釣
り
文
化 
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付
録 

 
『
四
季
の
簑
笠
』
翻
刻 

【
凡
例
】 

 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
に
付
さ
れ
た
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
ル
ビ
等
）
を
可
能
な
限

り
原
状
の
ま
ま
記
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は
〓
で
示
し
た
。
な
お
本
文
中
の
引
用
箇
所
は
、
付
録

の
行
番
号
に
対
応
さ
せ
、〔
翻
刻A

-
0
0
1

〕
の
よ
う
に
示
し
た
（
複
数
行
に
わ
た
る
場
合
は
〔
翻
刻A

-

0
0
1

〜A
-
0
0
9

〕
の
よ
う
に
範
囲
で
示
す
）
。 

 A
-
0
0
1
 

四
季
簑
笠
序 

 
 

 
 

 
[

印]
 

A
-
0
0
2
 

夫 ソ
レ

鈎
ツ
リ
ハ

者

如
ゴ
ト
シ

三

男
女

ナ
ン
ニ
ヨ

之

通

カ
ヨ
ハ
ス
カ

二

色

情

シ
キ
ゼ
フ
ヲ

一 

A
-
0
0
3
 

也
、

譬
タ
ト
ヘ
ハ

以
モ
ツ
テ

二

鈎

糸

ツ
リ
イ
ト
ノ

之
赤

縄

セ
キ
ゼ
ウ
ヲ

一

投
ト
ウ
ズ
ル

二

水 ス
イ 

A
-
0
0
4
 

中
チ
ウ
ニ

一

、

初

如

ハ
シ
メ
テ
コ
ト
ク

レ

通

カ
ヨ
ハ
ス
カ

二

艶

書

エ
ン
シ
ヨ
ヲ

一

、
浮
木

ウ

キ

之

流
ナ
カ
レ
テ 

A
-
0
0
5
 

而

俟
マ
ツ
ハ

二 ふ
た

其

響

ソ
ノ
ヒ
ビ
キ
ヲ

一

者

如
コ
ト
シ

レ

待
マ
ツ
カ

二

玉

章

タ
マ
ツ
サ
ノ

之 

A
-
0
0
6
 

復
文

ヘ
ン
ジ
ヲ

一

、

魚
ウ
ヲ
ノ

之

応

ヲ
ウ
ス
ル
ハ

二

浮
木

ウ
キ
ニ

一

者

如
コ
ト
ク

レ

得
ウ
ル
カ

二 

A
-
0
0
7
 

其
返
言

ソ
ノ
ヘ
ン
ジ
ヲ

一

、

魚
ウ
ヲ
ト

与

竿

引

合

サ
ヲ
ト
ヒ
キ
ア
フ
ト
キ
ハ

則

初
ハ
シ
メ
テ 

A
-
0
0
8
 

如
コ
ト
シ

レ

解
ト
ク
カ

二

下

紐

シ
タ
ヒ
モ
ヲ

一

、

而

シ
カ
ウ
シ
テ

其

歓

嬉

娯

楽

ソ
ノ
ヨ
ロ
コ
ヒ
ウ
レ
シ
キ
タ
ノ
シ
ミ
タ
ノ
シ
キ 

A
-
0
0
9
 

以
モ
ツ
テ

二

言
語

コ
ト
ハ
ヲ

不
レ

可
ヘ
カ
ラ

レ

尽
ツ
ク
ス

、

得
ウ
ル
〓
ハ

レ

魚
ウ
ヲ
ヽ

則

取
ト
ル
ニ 

A
-
0
1
0
 

レ

譬
タ
ト
ヘ
ヲ

無 ナ
シ

レ

物 モ
ノ

矣
、

故

カ
ク
カ
ユ
ヘ
ニ

嗜
タ
シ
ム

レ

鈎
ツ
リ
ヲ

者
モ
ノ
ト

通
ツ
ウ
ス
ル

二

春
シ
ユ
ン 

A
-
0
1
1
 

情
シ
ヤ
ウ
ヲ

一

者
モ
ノ
ト

彼

此

比

カ
レ
コ
レ
ヒ
ス
ル
ニ

レ

之
コ
レ
ヲ

、

何
イ
ツ
レ
カ

為 シ

レ

勝

何

マ
サ
ル
イ
ツ
レ
カ 

A
-
0
1
2
 

為
セ
ン
ヤ

レ

劣
ヲ
ト
ル

乎
、
語

曰

能

近

ゴ
ニ
イ
ハ
ク
ヨ
ク
チ
カ
ク

取
ト
ル
ヲ

レ

譬
タ
ト
ヘ
ヲ

可

ヘ
キ
ノ
ミ
ト 

A
 
-
0
1
3
 

レ

謂 イ
フ

二

鈎
ツ
リ
ノ

之

方
ミ
チ
ト

一

也
、
己

如
コ
ト
キ

三

八
兵
衛

ハ
チ
ヒ
ヤ
ウ
ヘ

・ 

A
-
0
1
4
 

権

助

ゴ
ン
ス
ケ
カ

之

忍
シ
ノ
フ
カ

二

釜

前

カ
マ
ノ
マ
ヘ
ノ

恰
三

ヲ
サ
ン
ニ

一

、

不
ス
ト
シ
テ

レ

弁
ワ
キ
マ
ヘ

二 

A
-
0
1
5
 

其

貴

ソ
ノ
タ
ツ
ト
キ
ヲ

一

而

猥

為

ミ
タ
リ
ニ
ナ
ス

レ

焉
コ
レ
ヲ

、
嗚
呼

ア

ヽ

可 ヘ
シ

レ

傷
イ
タ
ム 

A
-
0
1
6
 

可
ヘ
キ
カ
ナ

レ

悲
カ
ナ
シ
ム

哉
、
一
日
鈎
友
逍
遥
舎

ア
ル
ヒ
テ
ウ
ユ
ウ
セ
フ
ヨ
フ
シ
ヤ
ノ 

A
-
0
1
7
 

主

齎

ア
ル
シ
モ
タ
ラ
シ

二

一

説

イ
ツ
セ
ツ
ヲ

一

来

開

キ
タ
リ
ヒ
ラ
ケ
ト

二

余

赤

縄

ヨ
ニ
セ
キ
ゼ
フ
ノ

之 

A
-
0
1
8
 

緒

イ
ト
ク
チ
ヲ

一

然

而

閲

シ
カ
リ
シ
カ
フ
シ
テ
ミ
ル
ニ

レ

之
コ
レ
ヲ

其

説

尽

ソ
ノ
セ
ツ
ツ
ク
セ
リ

レ

美 ビ

、

尽
ツ
ク
セ
リ 

A
-
0
1
9
 

レ

善 セ
ン

、
余
不

ヨ

ス

レ

及
ヲ
ヨ
ハ

レ

辞
ヂ
ス
ル
ニ

、

直

書

タ
ヽ
チ
ニ
シ
ヨ
シ
テ

而

以

為

モ
ツ
テ
タ
メ
ニ

二 

A
-
0
2
0
 

同

友

ト
ウ
ユ
ウ
ノ

一

備

ソ
ナ
フ
ル
ノ
ミ

二

一

笑

イ
ツ
セ
フ
ニ

一

而
已
、 

A
-
0
2
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〓
文
政
戊
子
仲
春
日 

A
-
0
2
2
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
辺
気
長
北
西
下
譔 

A
-
0
2
3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
印
） 

 B
-
0
0
1
 

四
季
簑
笠
序 

B
-
0
0
2
 

古
語
ニ
曰
ク
酒
者 ハ

百
薬
之

ヤ
ク
ノ

長
タ
リ
、
鈎
者

ツ
リ
ハ

百
楽
之

ラ
ク
ノ 

B
-
0
0
3
 

冠
ク
ハ
ン

タ
リ
と
い
ふ
も

理
コ
ト
ハ
リ

な
り
、

渺

ビ
ヤ
ウ
タ
ル

水
面

ス
イ
メ
ン

に
糸 イ

ト

を
垂 タ

レ

、 

B
-
0
0
4
 

四
季 キ

の
餌 エ

バ

を

試
コ
ヽ
ロ
ミ

、
臨
機
応
変

リ
ン
キ
ヲ
ウ
ヘ
ン

の
計
策

ケ
イ
サ
ク 

B
-
0
0
5
 

天
下
に
敵 テ

キ

な
し
、
嗚
呼

ア

ヽ

楽

哉

タ
ノ
シ
イ
カ
ナ

、
余
念

ヨ
ネ
ン

な
き 

B
-
0
0
6
 

を
や
、
或
夜

ア
ル
ヨ

逍

遥

舎

主

侘

セ
ウ
ヨ
ウ
シ
ヤ
ノ
ア
ル
シ
ワ
ビ

し
け
れ
と
も
、

扉
ト
ボ
ソ 

B
-
0
0
7
 

を
叩 タ

ヽ

く
人
も
な
く
欝
然

ウ
ツ
ゼ
ン

と
し
て
、
以

為

ヲ
モ
ヘ
ラ
ク

余 ヨ

か 

B
-
0
0
8
 

土
筆

ヅ
ク
シ

を
重 カ

サ

ね
た
る
ハ
か
け
ま
く
も
千
早
振
世

ハ
ヤ
フ
ル
ヨ 

B
-
0
0
9
 

の
鈎
末

ハ
リ
ス
ヘ

な
り
と

燈
ト
モ
シ

か
き
立 タ

テ

雪 ユ
キ

を
積 ツ

ミ

、
窓 マ

ト

の 

B
-
0
1
0
 

蛍
ホ
タ
ル

の

光
ヒ
カ
リ

だ
に

思
ヲ
モ
ヘ

ハ
お
し
き
冬 フ

ユ

の
夜 ヨ

や
猿 サ

ル

の 

B
-
0
1
1
 

小
簑

コ
ミ
ノ

を
か
り
て
題 ダ

イ

と
な
し
、
角
文
字
交

ツ
ノ
モ
ジ
マ
ジ
リ 

B
-
0
1
2
 

に
書
散

カ
キ
チ
ラ

し
、
桃
園

ト
ウ
エ
ン

の

会
ク
ハ
イ

に

携
タ
ツ
サ
ヘ

て
、
一
興 ケ

ウ

の 

十
二 
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B
-
0
1
3
 

種
と
な
さ
む
と
独
笑

ト
ク
セ
ウ

し
ぬ
れ
ハ
、
更 コ

ウ

々
と 

B
-
0
1
4
 

八
声

ヤ
ゴ
ヘ

の
鶏 ト

リ

に
笑 ワ

ラ

わ
れ
て
、
周
章

ア
ハ
テ

驚
ヲ
ド
ロ

き
、 

B
-
0
1
5
 

落
書

ラ
ク
カ
キ

を

机

下

ツ
ク
ヘ
ノ
モ
ト

に に

投
棄
て

ナ
ケ
ス
テ
て

、
枕

引

寄

仙

界

マ
ク
ラ
ヒ
キ
ヨ
セ
セ
ン
カ
イ
ニ 

B
-
0
1
6
 

趣
ヲ
モ
ム
キ

ぬ
、
元
来

モ
ト
ヨ
リ

此
道
を

嗜
タ
シ
マ

ざ
る
の
眼 メ

に
ハ
触 フ

ル

べ
き 

B
-
0
1
7
 

も
の
に
も
あ
ら
ず
と
予

過
日

訪

ヨ
ク
ハ
ジ
ツ
ト
ム
ラ
イ

て

卓

下

ツ
ク
ヘ
ノ
モ
ト
ニ 

B
-
0
1
8
 

怪 ア
ヤ

し
げ
な
る
文 フ

ミ

あ
り
、

懐
フ
ト
コ
ロ

に
し
も
て
来
り
、 

B
-
0
1
9
 

今
其
言 コ

ト

を
墨 ス

ミ

引
て

主
ア
ル
ジ

に
贈 ヲ

ク

り
、
一
興 ケ

ウ

を 

B
-
0
2
0
 

添 ソ
ヘ

む
と
爾
云
、 

B
-
0
2
1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

魚
〓
題
（
印
） 

 C
-
0
0
1
 

四
季
の
簑
笠
序 

C
-
0
0
2
 

凡

釣

ヲ
ヨ
ソ
ツ
リ

の
徳
也

ト
ク
ヤ

偉

哉

ヲ
ヽ
イ
ナ
ル
カ
ナ

、
太
公
望

タ
イ
コ
ウ
バ
ウ

は
七
十
有
余

ユ
ウ
ヨ

年 

C
-
0
0
3
 

渭
浜

イ
ヒ
ン

の
成
功

セ
イ
コ
ウ

に
よ
つ
て
周 シ

ウ

の
武 ブ

王
に
登

用

ア
ゲ
モ
チ
イ 

C
-
0
0
4
 

ら
れ
、
八
百
余
年
の
天
下
を
釣
揚

ツ
リ
ア
ゲ

た
り
、
浦
島
太 

C
-
0
0
5
 

郎
ハ
亀
を
釣
り
上
ケ
て
忽

美

女

タ
チ
マ
チ
ビ
ジ
ヨ

と
変 ヘ

ン

し
、
夫
婦 

C
-
0
0
6
 

の

契
チ
ギ
リ

を
結 ム

ス

び
、
仙
界

セ
ン
カ
イ

に
誘
引

イ
ザ
ナ
ハ

れ
て
三
百
有 ユ

ウ 

C
-
0
0
7
 

余 ヨ

年
の
快
楽

ケ
ラ
ク

を
極 キ

ハ

む
と
、
孔
夫
子

コ
ウ
フ
ウ
シ

も
釣 ツ

リ

を
好 コ

ノ 

C
-
0
0
8
 

む
、
ふ
と
見
へ
て
川
の
上 ホ

ト

り
に

在
イ
マ
シ

て
の
玉
ふ
釣 ツ

ル

も
の
は
、 

C
-
0
0
9
 

か
く
の
こ
と
き
か
昼
夜

チ
ウ
ヤ

を
す
て
ず
と
和
漢

ワ
カ
ン

釣
の
一
徳 

C
-
0
1
0
 

挙
て
数

ア
ゲ
て
カ
ゾ

ふ
る
に

遑
イ
ト
マ

あ
ら
ず
、
予
亦
深

ヨ
マ
タ
フ
カ

く
此
楽
ミ
に
耽 フ

ケ

り 

C
-
0
1
1
 

て
一
歳
三
百
六
十
日
の
長 ナ

ガ

き
足 タ

ラ

ず
と
し
、
風
を
恨 ウ

ラ

ミ
、 

C
-
0
1
2
 

雨
を
か
こ
ち
、
世 ヨ

の
塟 チ

リ

を
離 ハ

ナ

れ
、
物
に
対 タ

イ

し
て
懸
念

ケ
ン
ね
ン 

C
-
0
1
3
 

な
く

僅
ワ
ツ
カ

に
日
を
亡 バ

ウ

ず
る
の
一
助 ジ

ヨ

と
な
す
、
今
日

ケ

フ

春
の 

C
-
0
1
4
 

麗
ウ
ラ
ヽ
カ

な
る
に

乗
ジ
ヨ
ウ

し
て
竿
を
か
た
け
、

志

コ
ヽ
ロ
サ
シ

の

趣
ヲ
モ
ム
ク

に

随
シ
タ
カ

ひ 

C
-
0
1
5
 

て
、
他
念

タ
ね
ン

な
く
そ
こ
よ
こ
ゝ
よ
と
釣
を
垂 タ

る
ゝ
に
腹
中

フ
ク
チ
ウ 

C
-
0
1
6
 

の
空 ム

ナ

し
き
を
忘 ワ

ス

れ
、

殆
ホ
ト
ン

と
午
時

コ

シ

に

至
イ
タ
ツ

て
あ
た
り
近 チ

カ

き 

C
-
0
1
7
 

民
家

ミ
ン
カ

に
暫 ジ

ハ

し

舎
ヤ
ト
リ

を
求 モ

ト

め
て

労
ツ
カ
レ

を

慰
ナ
ク
サ

め
、
柴
折

シ
バ
ヲ
リ

く 

C
-
0
1
8
 

べ
て
臑 ス

ね

を
あ
た
ゝ
め
、
鍋
炊

ナ
ベ
タ
キ

の
茶
な
と
喫 キ

ツ

し
、
是
ぞ 

C
-
0
1
9
 

真 シ
ン

の
茶
と
も
い
ふ
べ
く
、
焼
食
打

ヤ
キ
イ
ヽ
ウ
チ

く
ら
ひ
て
空
腹

ク
ウ
フ
ク 

C
-
0
2
0
 

を

凌
シ
ノ
キ

ツ
ヽ
湿
気

シ
ツ
キ

を
払 ハ

ラ

ふ

助
タ
ス
ケ

と
て
、
梅
干

ム
メ
ボ
シ

の
菜
物

サ
イ
ブ
ツ

な
と
其 

C
-
0
2
1
 

味
ア
ジ
ハ

ひ
珍
膳
美
味

チ
ン
ゼ
ン
ビ
ミ

に

勝
マ
サ
ル

こ
と

遥
ハ
ル
カ

に
遠 ト

ヲ

く
、
翫

楽

ク
ハ
ン
ラ
ク 

C
-
0
2
2
 

い
ふ
べ
く
も
あ
ら
す
、
四
方

ヨ

モ

を
眺
望

テ
ウ
バ
ウ

す
れ
ハ
去
年

コ

ゾ

の 

C
-
0
2
3
 

雪

所

ユ
キ
ト
コ
ロ

ま
だ
ら
に
消
残

キ
ヘ
ノ
コ

り
、
春

陽

シ
ユ
ン
ヤ
ウ

に
誘
引

イ
サ
ナ
ハ

ハ
れ
て
木 コ

の 

C
-
0
2
4
 

芽 メ

お
の
が
さ
ま
〱
に
色
を
分 ワ

カ

ち
、
我 ワ

レ

が
ち
に
萌
出

モ
ヘ
イ
ツ

る 

C
-
0
2
5
 

さ
ま
な
と
実 ゲ

に
年
光

ネ
ン
コ
ウ

の
い
ち
早 ハ

ヤ

き
江
漢

コ
ウ
カ
ン

の
東
流

ト
ウ
リ
ウ 

C
-
0
2
6
 

す
る
が
如
し
、
春
去 サ

り
秋
来 キ

タ

り
花

開
ヒ
ラ
ケ

、
葉
落 ヲ

チ

て
燕
子

ツ
ハ
ク
ラ 

C
-
0
2
7
 

鴻
雁
時

カ

リ

ト

キ

を

同
ヲ
ナ
ジ

ふ
せ
ず
と
い
へ
と
も
、
人

情

習

ヒ
ト
ゴ
ヽ
ロ
ナ
ラ

ふ
て
常 ツ

ネ

と
し
、 

C
-
0
2
8
 

是
に
対 タ

イ

し
て
更 サ

ラ

に

驚
ヲ
ト
ロ

く
の
心
な
し
、
嗚
呼
愚

ア
ヽ
ヲ
ロ
カ

な
る 

C
-
0
2
9
 

哉 カ
ナ

、
誰 タ

レ

か
ハ
百
年
の

齢
ヨ
ハ
イ

を

保
タ
モ
ツ

も
の
あ
ら
ん
、

僅
ワ
ツ
カ

に
六
十
年
の 

C
-
0
3
0
 

夢 ユ
メ

の
世 ヨ

に

傷
イ
タ
マ

し
ひ
哉
、

朝

夕

ア
シ
タ
ユ
ウ
ヘ

た
ら
東
西

ト
ウ
サ
イ

に
奔
走

ホ
ン
ソ
ウ

し 

C
-
0
3
1
 

て
、
露 ツ

ユ

は
か
り
も
か
ゝ
る
楽
ミ
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
其 

C
-
0
3
2
 

営

業

イ
ト
ナ
ミ
ワ
ザ

と
す
る

処
ト
コ
ロ

と

楽

耽

タ
ノ
シ
ミ
フ
ケ

る

所
ト
コ
ロ

と
ハ
異 コ

ト

な
り
と 

十
三 
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C
-
0
3
3
 

い
へ
と
も
、
す
べ
て
是
名
利

メ
ウ
リ

の
二
ツ
を
出 イ

ツ

る
こ
と
な
し
、 

C
-
0
3
4
 

さ
れ
ハ
人
無
常
迅
速
光
陰
矢

ヒ
ト
ム
ジ
ヤ
ウ
ジ
ン
ソ
ク
コ
ウ
イ
ン
ヤ

の
こ
と
し
、
生
死
事
大

セ
フ
シ
ジ
タ
イ 

C
-
0
3
5
 

時 ト
キ

人
を
待 マ

タ

ざ
る
の

理
コ
ト
ハ

り
を
知
ら
ハ
、
其
果
報

ク
ハ
ホ
ウ

ハ
各
高
下

ヲ
ノ
〱
コ
ウ
ゲ 

C
-
0
3
6
 

あ
り
と
も
強 シ

イ

て
他 タ

を

貪
ム
サ
ボ

り

瞞
タ
ム
ラ

か
さ
ず
し
て
一
生 

C
-
0
3
7
 

を
安 ヤ

ス

ら
か
に
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
ら
ず
か
し
、
た
ま
〱 

C
-
0
3
8
 

此
境
界

ケ
ウ
カ
イ

に
入
て
楽
ミ
を

同
ヲ
ナ
ジ

ふ
す
る
も
の
あ
り
と
い
へ 

C
-
0
3
9
 

ど
も
、
名
利

メ
ウ
リ

を

貪
ム
サ
ボ
リ

て
真 シ

ン

の
楽
ミ
を
知
ら
ず
、
千 チ

々
の 

C
-
0
4
0
 

川
々
の
広
大

コ
ウ
タ
イ

な
る
其
場
所

バ
シ
ヨ

を

争
ア
ラ
ソ

ひ
、

或
ア
ル
イ

ハ
前
後

ゼ
ン
ゴ 

C
-
0
4
1
 

を
論 ロ

ン

じ
、

謀
ハ
カ
リ
ヿ

を

巧
タ
ク
ミ

に
し
て
、
獲
物

エ
モ
ノ

の
他 ヒ

ト

に
勝 マ

サ

ら
ん
こ
と 

C
-
0
4
2
 

を
心
と
し
、
他 ヒ

ト

其
獲
物

エ
モ
ノ

の
多
少

タ
セ
ウ

を
問 ト

ヘ

ハ
、
多 ヲ

ヽ

き
と
き 

C
-
0
4
3
 

ハ

却
カ
ヘ
ツ

て

少
ス
ク
ナ

し
と
答 コ

ト

ふ
、
是
其
心

姦

カ
タ
マ
シ
ク

し
て
重 カ

サ

ね
て 

C
-
0
4
4
 

他 ヒ
ト

に
獲 エ

ら
れ
ん
こ
と
を

憂
ウ
レ
ヘ

て
の
こ
と
な
る
や
、
将 ハ

タ

人
其 

C
-
0
4
5
 

畚 フ
ゴ

を
探 サ

グ

り
、
驚
賛

ケ
ウ
サ
ン

す
る
に

至
イ
タ
ツ

て
其
人
に
傲 ホ

コ

ら
ん 

C
-
0
4
6
 

の
為
か
、
獲
物

エ
モ
ノ

な
き
と
き
は
今

勾
ツ
リ
バ
リ

を
投 ト

ウ

し
て

漸
ヤ
ウ
ヤ

く 

C
-
0
4
7
 

二
三

流
ナ
カ
シ

に
過 ス

ギ

ず
と

詐
イ
ツ
ハ

り
、

朝
ア
シ
タ

よ
り

夕
ユ
ウ
ベ

に
至
ツ
て
も 

C
-
0
4
8
 

獲
物

エ
モ
ノ

な
け
れ
ハ

大
ヲ
ヽ
イ

に
心
に
是
を
不
足

フ
ソ
ク

し
、
且
他

カ
ツ
ヒ
ト

に 

C
-
0
4
9
 

対 タ
イ

し
て
恥

辱

少

チ
ジ
ヨ
ク
ス
ク
ナ

し
と
せ
ず
、

退
シ
リ
ゾ

ひ
て
後
日

ゴ
ニ
チ

人
是 

C
-
0
5
0
 

を

尋
タ
ツ
ヌ

れ
ハ
其
日
獲
物
畚 フ

ゴ

に
盈 ミ

ツ

と
、
其
魚
の
大
小 

C
-
0
5
1
 

を
問 ト

ヘ

ハ
尺
以
上
或
ハ
八
九
寸
に
至
ツ
て
敢 ア

ヘ

て
小
魚
な
し 

C
-
0
5
2
 

と
い
ひ
、

或
ア
ル
イ

ハ
風
雨
の

妨
サ
マ
タ
ケ

あ
り
て
、
獲
物

少
ス
ク
ナ

し
と
い
へ 

C
-
0
5
3
 

と
も
、
畚

半

フ
ゴ
ナ
カ
バ

に
過 ス

ぐ
と
数
偽
言

シ
ハ
〱
ギ
ケ
ン

を
賁 カ

ザ

り
、

誤
ア
ヤ
マ

ツ
て 

C
-
0
5
4
 

水
底

ス
イ
テ
イ

に

勾
ツ
リ
バ
リ

を
か
け
、
或
ハ
魚
の
大
小
に
よ
ら
ず
、
釣 ツ

ル

と
い
へ 

C
-
0
5
5
 

と
も
釣
糸

ツ
リ
イ
ト

を
切 キ

ル

こ
と
あ
れ
ハ
又

限
カ
ギ
ル

に
尺
以
上
の
魚
を 

C
-
0
5
6
 

釣
り
て
糸 イ

ト

を
断 タ

チ

、
千

悔

臍

セ
ン
ク
ハ
イ
ホ
ソ

を
噛 カ

ム

と

罵
ノ
ヽ
シ

る
、
大
凡

ヲ
ヽ
ヨ
ソ

鈎
人

ツ
リ
ヒ
ト 

C
-
0
5
7
 

十 ト
ヲ

に
八
九
皆 ミ

ナ

か
く
の
こ
と
し
、
人
其

詐
イ
ツ
ハ
リ

な
る
こ
と
を
察 サ

ツ

す 

C
-
0
5
8
 

と
い
へ
と
も
、

訐
ア
バ
イ

て

直
ジ
ヨ
ク

と
す
る
ハ
君
子
の

禁
イ
マ
シ

る
と
こ
ろ 

C
-
0
5
9
 

な
り
と
強 シ

イ

て
是
に
あ
ら
が
わ
ず
、
知
ら
ず
や
人
の

己
ヲ
ノ
レ

を 

C
-
0
6
0
 

視 ミ
ル

こ
と
其
肺
肝

ハ
イ
カ
ン

を
見
る
か
ご
と
し
と
慙
愧

ザ
ン
キ

な
き
と
い
わ
ん 

C
-
0
6
1
 

か
な
ど
ゝ
我 ワ

レ

し
り
顔 カ

ホ

に

独
ヒ
ト
リ

ご
ち
、

静
シ
ツ
カ

に
一
礼
を
述 い

へ

て
、 

C
-
0
6
2
 

立
出

タ
チ
イ
テ

ん
と
す
る
に
西
の
畔 ア

ゼ

道
つ
た
ひ
に
た
と
り
来
る 

C
-
0
6
3
 

釣
人

ツ
リ
ヒ
ト

あ
り
、
其
さ
ま
旧
臘
中
干
棚

フ
ユ
ト
シ
ヂ
ウ
ヒ
ダ
ナ

に
つ
る
し
置 ヲ

キ 

C
-
0
6
4
 

た
り
と
見
へ
て
、
鍋 ナ

ベ

づ
る
の
こ
と
く
曲 マ

ガ

り
な
り
に
煤 ス

ヽ

ば
ミ 

C
-
0
6
5
 

た
る
竿
に
古 フ

ル

び
た
る
畚 フ

ゴ

を
か
た
げ
、
編
笠

ア
ミ
カ
サ

と
簑 ミ

ノ

の 

C
-
0
6
6
 

所
ト
コ
ロ

々
ち
ぎ
れ
た
る
も
雪 ユ

キ

の
中
用

ウ
チ
ヤ
ウ

な
き
ま
ゝ
場 ニ

ハ

の 

C
-
0
6
7
 

隅 ス
ミ

に
弃
置

ス
テ
ヲ
キ

て
鼠
の
巣 ス

と
も
な
し
た
る
な
る
へ
し
、 

C
-
0
6
8
 

近 チ
カ

く
な
る
ま
ゝ
是
を
見
れ
ハ
実 ゲ

に
や
釣
弧

ツ
リ
コ

な
ら 

C
-
0
6
9
 

ず
、
必
隣
あ
り

カ
ナ
ラ
ス
ト
ナ
リ

、
川
柳
点

セ
ン
リ
ウ
テ
ン

に
足
下

ソ
ク
カ

と
不
佞
水
魚

フ
ね
イ
ス
イ
ギ
ヨ 

C
-
0
7
0
 

釣
好

ツ
リ
ズ
キ

と
同
好

ト
ウ
コ
ウ

の
乏 ト

モ

し
き
に
あ
ら
ず
、
予 ヨ

が

東

隣

ヒ
カ
シ
ト
ナ
リ

の 

C
-
0
7
1
 

釣 ツ
リ

の
友 ト

モ

逍
遥
舎
の
あ
る
じ
予 ヨ

を
尋 タ

ツ

ね
て
来
る
な
り 

C
-
0
7
2
 

け
り
、
爰 コ

ヽ

に
於 ヲ

イ

て

再
フ
タ
ヽ

び
一
層 ソ

ウ

の
楽
ミ
を
か
さ
ね
、 

C
-
0
7
3
 

薄

暮

ヒ
ノ
ク
ル
ヽ

ま
て
程 ホ

ト

あ
り
、
倶 ト

モ

に
今
日

ケ

フ

の
楽
ミ
を

極
キ
ハ
ム

へ
し 

C
-
0
7
4
 

と

促
ウ
ナ
カ
ス

す
に
、
暫 シ

ハ

し
待 マ

タ

れ
よ
と
て
、
袖 ソ

テ

の
中 ウ

チ

よ
り
一 

十
四 
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コ
コ
ロ 

ノ
リ 

C
-
0
7
5
 

小
冊 サ

ツ

を
出 イ

タ

す
、
採 ト

リ

あ
け
見
る
に
、
丈 タ

ケ

み
し
か
に

頤
ヲ
ト
カ
イ 

C
-
0
7
6
 

長 ナ
カ

き
人
の
箕 ミ

ぶ
き
せ
る
の
荘
子

ソ
ウ
シ

か

唌
ヨ
タ
レ

の
こ
と
く
、
其 

C
-
0
7
7
 

表
裏
感

ヒ
ヤ
ウ
リ
カ
ン

す
る
に
余 ア

マ

り
あ
り
て
、
真 シ

ン

に
釣 ツ

リ

を
嗜 タ

シ

む 

C
-
0
7
8

も
の
ゝ
骨
髄

コ
ツ
ズ
イ

に
入
と
や
云
べ
き
ミ
の
笠
と
題 ダ

イ

せ
る 

C
-
0
7
9

も
、
世
塟

セ
ヂ
ン

の
労 ロ

ウ

を
遁 ノ

ガ

る
ゝ
の
意 イ

を
含 フ

ク

め
る
に
や
、 

C
-
0
8
0

予 ヨ

も
徒 タ

ヽ

に
見
て
措 ヲ

カ

ん
も
本
意

ホ

イ

な
し
と
民
家

ミ
ン
カ

に 

C
-
0
8
1

硯
ス
ヾ
リ

を
か
り
て
今
日

ケ

フ

の
有
さ
ま
を
其
ま
ゝ
お
く
れ
馳 バ

セ

に 

C
-
0
8
2

一
策

ヒ
ト
ム
チ

あ
て
走

馬

ハ
シ
リ
ム
マ

に
糞 ク

ソ

の
ご
と
き
を
書

散

カ
キ
チ
ラ
ス

こ
と
尓
り 

C
-
0
8
3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

畚
売
成
識
（
印
） 

 D
-
0
0
1
 

 

四
季
の
ミ
の
笠 

 
 

 
 

 
 

逍
遥
舎
主
人
述 

D
-
0
0
2
 

普
門
品
第

フ
モ
ン
ボ
ン
ダ
イ

九
ニ

曰
イ
ハ
ク

、
生
物

イ
キ
モ
ノ

を
殺 コ

ロ

す
を
殺
生

セ
ツ
セ
フ

と
て
、
是 

D
-
0
0
3
 

第
一
の
禁
戒

イ
マ
シ
メ

な
り
と
愚
蒙

グ
モ
ウ

の
衆
生

シ
ユ
ゼ
フ

に
仏
の
教
示

ヲ
シ
ヘ 

D
-
0
0
4
 

し
な
ふ
ハ
深 フ

カ

き
故 ユ

ヘ

あ
る
こ
と
ぞ
か
し
、
千
辛
万
苦

セ
ン
シ
ン
バ
ン
ク

し 

D
-
0
0
5
 

玉
ひ
て
、
末
世

マ
ツ
セ

の
今
に
至
る
ま
て
法 ハ

ウ

を
立 タ

テ

玉
ふ
仏
の
深 シ

ン 

D
-
0
0
6
 

意 イ

を
も
知
ら
す
、
今
の
世
か
た
く
な
に
仏
の

教
ヲ
シ
ヘ

を
信 

D
-
0
0
7
 

し
、

却
カ
ヘ
ツ

て
我 ワ

カ

神
国
の
な
ら
ハ
し
の

尊
タ
ツ
ト

き
を
謗 ソ

シ

り
、
祢
宜

ね

キ 

D
-
0
0
8
 

神
主

カ
ン
ヌ
シ

は
仏
を

侮
ア
ナ
ド

る
、
実 ゲ

に

愚
ヲ
ロ
カ

の
こ
と
な
る
へ
し
、
神
仏 

D
-
0
0
9
 

な
ん
ぞ
二
ツ
あ
ら
ん
や
、
仏
と
い
ふ
訓 ク

ン

は
凝

滞

ト
ヽ
コ
ヲ
リ

な
く
ほ
ど 

D
-
0
1
0
 

け
る
と
い
ふ
義
な
り
と
か
や
、
其

教
ヲ
シ
ヘ

の
ほ
ど
け
ぬ
の
ミ
か
、 

D
-
0
1
1
 

勿
体

モ
ツ
タ
イ

な
く
も
三
衣

サ
ン
ヱ

を
身
に
纏 マ

ト

ひ
て
、
種
々
の
妄
言

タ
ハ
コ
ト 

D
-
0
1
2
 

を
吐 ハ

キ

ち
ら
し
、
出
家
も
神
主
も
神
仏
を
売 ウ

リ

も
の
と 

D
-
0
1
3
 

な
し
て
、
口
を
糊 コ

す
る
の

助
タ
ス
ケ

と
な
す
、
愚
蒙

グ
モ
ウ

の
凡
俗

ボ
ン
ゾ
ク

か 

D
-
0
1
4
 

た
こ
と
に
信
じ
て
、
邪
欲

ジ
ヤ
ヨ
ク

の
為 タ

メ

に
神
仏
を
拝 ハ

イ

し
、 

D
-
0
1
5
 

此
志
願

シ
ク
ハ
ン

、
彼

立

願

カ
ノ
リ
ウ
グ
ハ
ン

と
非
道

ヒ
ド
ウ

を
願 ネ

ガ

ふ
族

多

ヤ
カ
ラ
ヲ
ヽ

く
、

甚
ハ
ナ
ハ
タ

し
き
ハ 

D
-
0
1
6
 

此
願

納

受

ね
カ
イ
ノ
ウ
ジ
ユ

し
玉
ハ
ら
ハ
鳥
居

ト
リ
イ

を
建 タ

ツ

べ
し
、
寺
再
建

サ
イ
コ
ン 

D
-
0
1
7
 

の
施
主

セ
シ
ユ

た
ら
ん
な
ど
ゝ
、

初
ハ
シ
メ

よ
り
神
仏
に
向 ム

カ

ひ
て
直
段

ね
タ
ン

の 

D
-
0
1
8
 

取
引

ト
リ
ヒ
キ

を
究 キ

ハ

む
、
神
仏
い
が
て
非
礼

ヒ
レ
イ

を
受 ウ

ケ

玉
ハ
ん
や
、
中
頃

ナ
カ
コ
ロ 

D
-
0
1
9
 

親
鸞
と
い
ふ
好

色

コ
ウ
シ
ヨ
ク

の
出
家
出 イ

テ

て
、
愚
痴

グ

チ

の
婦
女
子

フ

ジ

ヨ

シ

を 

D
-
0
2
0
 

欺

誑

ア
サ
ム
キ
タ
ム
ラ

か
し
、
果 ハ

テ

は
我 ワ

カ

神
国
の

掟
ヲ
キ
テ

に

背
ソ
ム
ク

の
行
跡

フ
ル
マ
イ

を
な
す
、 

D
-
0
2
1
 

是
ぞ
世
に
い
ふ

女
ヲ
ナ
ゴ

た
ら
し
の
淫
念
仏

イ
ン
ね
ン
ブ
ツ

な
ら
ん
、

愚
ヲ
ロ
カ

と
や
い 

D
-
0
2
2
 

わ
む
、
笑
止

セ
フ
シ

と
や
い
ふ
べ
き
、
今
〓ト

キ

の
た
ま
〱
智
識
聖

チ
シ
キ
セ
フ

人
と 

D
-
0
2
3
 

尊
崇

ソ
ン
ス
ウ

せ
ら
る
ゝ
身
に
も
出
家
に
似
合

ニ
ア
ハ

ぬ
欲
心

ヨ
ク
シ
ン

の
為
に
争 ソ

ウ 

D
-
0
2
4
 

論 ロ
ン

を
仕
出

シ
イ
タ

し
、
果 ハ

テ

は

公
ヲ
ヽ
ヤ
ケ

に
告 ツ

ゲ

奉
り
、

或
ア
ル
イ

ハ
意
趣
意
恨

イ
シ
ユ
イ
コ
ン

を

含
フ
ク
ミ

、 

D
-
0
2
5
 

其
身
を
忘 ワ

ス

れ
て
世
の
嘲
弄

ア
ザ
ケ
リ

を
請 ウ

ク

る
と
い
へ
と
も

恥
ハ
ツ
カ

し
と 

D
-
0
2
6
 

も
思
わ
ず
、
ま
し
て

況
イ
ハ
ン

や
其
他 タ

の
売
僧

マ
イ
ス

を
や
、
夫 ソ

レ

ゆ
へ
に 

D
-
0
2
7
 

こ
そ
〓
囉

ト

ラ

如
来

ニ
ョ
ラ
イ

の
あ
ら
ぬ
異
名

イ
ミ
ヤ
ウ

を
請 ウ

ケ

玉
ふ
も
皆 ミ

ナ

是
彼
売

カ
ノ
マ
イ 

D
-
0
2
8
 

僧 ス

等 ラ

の
仏
の

教
ヲ
シ
ヘ

ほ
ど
け
ず
し
て
、
如
来
を
売 ウ

リ

も
の
と
な 

D
-
0
2
9
 

す
よ
り
の
悪
名

ア
ク
メ
ウ

な
る
へ
し
、
愚
痴
無
智

グ

チ

ム

チ

の
俗 ゾ

ク

、
彼
妄
言

カ
ノ
タ
ハ
コ
ト

に 

D
-
0
3
0
 

迷 マ
ヨ

ひ
を
と
り
、
か
た
く
な
に
仏
を
信 ジ

ン

じ
、
生
物

イ
キ
モ
ノ

を
殺 コ

ロ

す
は 

D
-
0
3
1
 

仏
の
禁
戒

イ
マ
シ
メ

放
蕩

ハ
ウ
ト
ウ

の
仕
業

シ
ワ
ザ

な
り
と
こ
と
〱
し
く

訇
ノ
ヽ
シ
ル

、
実 ゲ

に 

D
-
0
3
2
 

是
何
事
ぞ
や
、
水
中
の
垢
苔

ア
カ
コ
ケ

よ
り

生
セ
フ
ス

る

鱗
ウ
ロ
グ
ス

を
釣
揚 ア

ゲ

た
り
と
て
、 

十
五 
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D
-
0
3
3
 

こ
れ
を
誹 ソ

シ

り
、
殺
生
禁
戒

セ
ツ
セ
フ
キ
ン
カ
イ

な
と
の
古 フ

ル

め
か
し
き
片
腹

カ
タ
ハ
ラ

お
か
し
き
こ
と 

D
-
0
3
4
 

な
る
へ
し
、
知 シ

ラ

ず
や
釣 ツ

リ

す
れ
と
も
網 ア

ミ

せ
ず
弋 ヨ

ク

す
れ
と
も
寝
鳥

ネ
ト
リ

を 

D
-
0
3
5
 

射 イ

ず
と
、
人
間
衣
食
住

ニ
ン
ゲ
ン
イ
シ
ヨ
ク
ジ
ウ

の
三
ツ
を

貴
タ
ツ
ト

ん
て
別 ワ

ケ

て

食
シ
ヨ
ク

を
重 ヲ

モ

し 

D
-
0
3
6
 

と
す
、
鳥
獣
魚
鼈
皆
是

テ
ウ
ジ
ウ
ギ
ヨ
ベ
ツ
ミ
ナ

天
よ
り
人
間

ニ
ン
ゲ
ン

の

食
シ
ヨ
ク

に
あ
て
玉
ふ 

D
-
0
3
7
 

賜
タ
マ
モ
ノ

な
り
、

諺
コ
ト
ハ
サ

に
天
の

与
ア
タ
フ

る
を
取 ト

ラ

ざ
れ
ハ

却
カ
ヘ
ツ

て

殃
ワ
サ
ハ
イ

を
受 ウ

ク

と
一
が
ひ 

D
-
0
3
8
 

の
教
訓

ヲ
シ
ヘ

に

必

泥

カ
ナ
ラ
ス
ナ
ヅ
ム

べ
か
ら
す
、
抑
神
代

ソ
モ
〱
カ
ミ
ヨ

の

昔
ム
カ
シ

か
け
ま
く
も
か
し
こ
く
も 

D
-
0
3
9
 

彦
火
々
出
見
尊
漫
々
蒼
々

ヒ
コ
ホ
ヽ
テ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
マ
ン
〱
ソ
ウ
〱

た
る
海
原

ウ
ナ
ハ
ラ

に
釣 ツ

リ

を
垂 タ

レ

玉
ひ
て
、 

D
-
0
4
0
 

龍

宮

城

リ
ウ
ク
ウ
ジ
ヤ
ウ

に
至
り
ま
し
〱
、
豊
玉
姫

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

と

契
チ
ギ
リ

を
結 ム

ス

ひ
、
鸕
鶿
草

ウ

ガ

ヤ 

D
-
0
4
1
 

葺

不

合

尊

フ
キ
ア
ハ
セ
ズ
ノ
ミ
コ
ト

を

設
モ
ウ
ケ

玉
へ
て
よ
り
、
人
皇

ニ
ン
ワ
ウ

の
初 ハ

シ

め
神
武
皇
帝

ジ
ン
ム
コ
ウ
テ
イ

に 

D
-
0
4
2
 

譲 ユ
ツ

ま
し
〱
て
、
聖
窮

セ
イ
キ
ウ

千
代
万
々
歳

ヨ
ハ
ン
〱
ゼ
イ

と
崇 ア

ガ

め

尊
タ
ツ
ト

ミ
、
太
平
の 

D
-
0
4
3
 

恩
沢

オ
ン
タ
ク

に
浴 ヨ

ク

し
、
弓 ユ

ミ

ハ

袋
フ
ク
ロ

に
、
打
物

ウ
チ
モ
ノ

は
鞘 サ

ヤ

、
竿 サ

ホ

ハ
入
子

イ
レ
コ

、
魚
ハ
畚 フ

ゴ 

D
-
0
4
4
 

に
納
り
、
四
民 ミ

ン

枕
を
安 ヤ

ス

む
し
て
戸 ト

さ
し
ぬ
御
代

ミ

ヨ

と
快
楽

ケ
ラ
ク

を
極 キ

ハ

め
、 

D
-
0
4
5
 

温

酒

ア
タ
ヽ
メ
サ
ケ

に
一
酔 ス

イ

を

催
モ
ヨ
ホ

し
、
柴 シ

バ

の
火
に
腹 ハ

ラ

を
炙 ア

ブ

り
、
安
坐

ア
ン
ザ

の
ひ
よ
う 

D
-
0
4
6
 

は
く
居
倉

イ
ク
ラ

の
上
へ
の
楽
ミ
も
皆 ミ

ナ

是
彦
火
々
出
見
尊

ヒ
コ
ホ
ヽ
テ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

の
釣
竿 

D
-
0
4
7
 

を
以
て
四
方

ヨ

モ

の
国
々
千 チ

々
の
川
々
の

流
ナ
カ
レ

を
納
め
玉
ふ
御 

D
-
0
4
8
 

神
徳
な
ら
ず
や
あ
ふ
く
べ
し
、

尊
タ
ツ
ト

む
へ
き
か
な
、
太
公
望

タ
イ
コ
ウ
バ
ウ

の
直
な
る 

D
-
0
4
9
 

針 ハ
リ

に
餌 エ

さ
し
さ
ま
も
直 ナ

ヲ

き
を
挙 ア

ゲ

て
、
曲 マ

ガ

れ
る
を
措 ヲ

ク

の
意
知

イ
シ
ン

ぬ 

D
-
0
5
0
 

べ
し
、
我
朝
神
功
皇
后
火
前
国
松
浦
潟
石

ワ
ガ
テ
ウ
ジ
ン
ゴ
ウ
コ
ウ
グ
ウ
ヒ
ゼ
ン
ノ
ク
ニ
マ
ツ
ラ
カ
タ
イ
ソ

の
川
上

カ
ハ
カ
ミ

ニ
て 

D
-
0
5
1
 

直 ス
ク

な
る
針 ハ

リ

を
以
て
天
地
に
誓 チ

カ

ツ
て
釣 ツ

リ

を
垂 タ

レ

ま
し
く
、 

D
-
0
5
2
 

鮎 ア
ユ

の
魚
を
得 エ

玉
ひ
て
遂 ツ

イ

に
三
韓 カ

ン

を
釣
揚

ツ
リ
ア
ゲ

な
ふ
も 

D
-
0
5
3
 

著

イ
チ
ジ
ル
シ

き
釣
の
徳
な
ら
ず
や
、
世
に
楽
ミ
と
な
す
べ
き
伎
芸

キ
ゲ
イ 

D
-
0
5
4
 

数 カ
ゾ

へ
て
尽 ツ

ク

し
が
た
し
と
い
へ
と
も
多
く
ハ

尊
タ
ツ
ト

き
金
銀
を
無 ム 

D
-
0
5
5
 

益 ヤ
ク

の
こ
と
に

費
ツ
イ
ヤ

し
、

甚

ハ
ナ
ハ
タ
シ

き
ハ
家
を

破
ヤ
フ
リ

、
身
を
凶 ホ

ロ

す
に
至
り
、

或
ア
ル
イ

ハ 

D
-
0
5
6
 

是
に
泥 ナ

ヅ

ミ
て
心
気

シ
ン
キ

を
疲 ツ

カ

ら
し
病

者

ビ
ヤ
ウ
シ
ヤ

と
な
り
、
又
は
歌 ウ

タ 

D
-
0
5
7
 

誹
諧

ハ
イ
カ
イ

の
三
十
一
文
字

ミ

ソ

ヒ

ト

モ

シ

の
〇
て
に
ハ
〇
に
屈 ク

ツ

た
く
し
、
茶
の
湯
の 

D
-
0
5
8
 

服
紗

フ
ク
サ

さ
ば
き
の
窮
屈

キ
ウ
ク
ツ

さ
、
碁
将
棋

ゴ
シ
ヤ
ウ
ギ

の
そ
こ
ら
あ
た
り
を 

D
-
0
5
9
 

顧
カ
ヘ
リ
ミ

ざ
る
偏
屈

ヘ
ン
ク
ツ

に
か
た
よ
り
た
る
長
閑

ノ
ト
カ

の
気
候

キ
コ
ウ

に
ハ
か
た 

D
-
0
6
0
 

く
る
し
、
詩
文
章

シ
ブ
ン
シ
ヤ
ウ

は
書

籍

シ
ヨ
ジ
ヤ
ク

に
博
識

ハ
ク
シ
キ

な
ら
さ
れ
ハ
事
々

ジ

ヽ 

D
-
0
6
1
 

句
々

ク

ヽ

に
行 ユ

キ

つ
ま
り
、
且 カ

ツ

ハ
世
の
誹
謗

ヒ
ハ
ウ

に
恥 ハ

ツ

る
こ
と
を
煩
労

ハ
ン
ロ
ウ

す
、 

D
-
0
6
2
 

頗
ス
コ
ム

る
釣
の
楽
ミ
に
劣 ヲ

ト

れ
る
こ
と

遥
ハ
ル
カ

な
り
と
す
べ
し
、
夫 ソ

レ

釣
ハ 

D
-
0
6
3
 

仙
家

セ
ン
カ

の
翫

楽

ク
ハ
ン
ラ
ク

に
し
て
凡
人

ボ
ン
ニ
ン

の
業 ワ

ザ

に
あ
ら
す
、
天
に

仰
ア
フ
イ

て 

D
-
0
6
4
 

日
月
晴
曇

セ
イ
ウ
ン

風
雨
を

考
カ
ン
ガ

へ
、
地
に
俯 フ

し
て
川
の
浅
深
清
濁

セ
ン
シ
ン
セ
イ
タ
ク

・ 

D
-
0
6
5
 

魚
の
居
不
住
多
寡

キ
ヨ
フ
ヂ
ウ
タ
ク
ハ

を
察 サ

ツ

し
、
手
に
う
き
す
の
軽 カ

ロ

キ
竿 

D
-
0
6
6
 

を

携
タ
ツ
サ

へ
、
腰 コ

シ

に
兵

糧

ヒ
ヤ
ウ
ロ
ウ

畚
長
生
不
老

フ
ゴ
チ
ヤ
ウ
セ
イ
フ
ロ
ウ

の
一

瓢
ヒ
ヤ
ウ

を
下 サ

ケ
、
心
を 

D
-
0
6
7
 

閑
シ
ツ
カ

に
し
て
山
水

サ
ン
ス
イ

を
友 ト

モ

と
し
、
浅
瀬
深

ア
サ
セ
フ
カ

ミ
の

懸
カ
ヽ
リ

を

校
カ
ン
ガ

へ
、
胸 ム

ね 

D
-
0
6
8
 

に
陸
続

リ
ク
ゾ
ク

た
る
山
川

サ
ン
セ
ン

の
地
理

チ

リ

を

暗
ソ
ラ
ン

し
、
道
具

ド
ウ
ク

の

巧
タ
ク
ミ

を
掌
握

セ
フ
ア
ク 

D
-
0
6
9
 

の
中 ウ

チ

に
廻 メ

ク

ら
し
て
獲 ウ

ル

こ
と
を
千
里
の
外 ホ

カ

に

施
ホ
ト
コ

す
、
然 シ

カ

し
て 

D
-
0
7
0
 

勝
劣

セ
フ
レ
ツ

一
日
の
中 ウ

チ

に
決 ケ

ツ

す
と
い
へ
と
も
手
負

テ
ヲ
イ

す
る
気
支

キ
ツ
カ
イ

も 

D
-
0
7
1
 

な
く
、
太
刀

タ

チ

・
長
刀

ナ
キ
ナ
タ

の
用
意

ヤ
ウ
イ

の

煩
ワ
ツ
ラ

ひ
も
な
し
、
日
用
世
事

ニ
チ
ヤ
ウ
セ
ジ

の 

D
-
0
7
2
 

労 ロ
ウ

も
な
け
れ
ハ
二
季 キ

の
払 ハ

ラ

の

苦
ク
ル
シ

ミ
も
な
し
、
飲
食

イ
ン
シ
イ

を
節 セ

ツ 

D
-
0
7
3
 

に
し
、
嗜
欲

ギ
ヨ
ク

を
遠 ト

ヲ

ざ
け
、
倹 ケ

ン

に
し
て
驕
侈

ヲ

ゴ

ら
ず
、
自
然

シ
ゼ
ン

に 

D
-
0
7
4
 

し
て
天
命 メ

イ

を
保 タ

モ

ツ
、
是
無
欲

ム
ヨ
ク

の
境
界

ケ
ウ
カ
イ

、
歓

楽

ク
ハ
ン
ラ
ク

の
最 サ

イ

第 

十
六 
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ヲ
ソ
キ
ハ
ヤ
キ 

ホ
メ
ル 

タ
ク
ミ
ツ
タ
ナ
キ 

D
-
0
7
5
 

一
た
る
へ
し
、

然
シ
カ
リ

と
い
へ
と
も
切
磋
琢
磨

セ
ツ
サ
タ
ク
マ

の
功 コ

ウ

を
積 ツ

ミ

、
竿
に 

D
-
0
7
6
 

手
垂

テ
タ
レ

の

味
ア
ジ
ハ
イ

を

考
カ
ン
ガ

へ
、
魚
に
餌
附

ヱ
ツ
ケ

る
塩
梅

ア
ン
バ
イ

を
聞 キ

ヽ

、
浮
木

ウ
キ
ヽ

の
浮 フ 

D
-
0
7
7 

沈 チ
ン

に
心
を
附 ツ

ケ

、
引
上
る
竿
は
彼

炮

術

カ
ノ
ハ
ウ
ジ
ユ
ツ

の
引
が
ね
に

譬
タ
ト
フ

べ
し
、 

D
-
0
7
 

遅
速

チ
ソ
ク

の
肝
要

カ
ン
ヨ
ウ

を
知
ら
ざ
れ
ハ
魚
を
得 ウ

る
こ
と
難 カ

タ

し
と
す
、 

D
-
0
7
9
 

さ
れ
ハ
春
分
清
明
の
気
候

キ
コ
ウ

を
得 エ

て
、
逆
上

サ
カ
ノ
ボ

る
山
辺

ヤ
マ
ベ

・
𩸽 ク

キ

の 

D
-
0
8
0
 

魚
を
釣 ツ

ル

を
獲
物

エ
モ
ノ

の
初
め
と
す
、
是
を
釣 ツ

ル

ハ
盲
人

モ
ウ
ジ
ン

の

嚢
フ
ク
ロ

を 

D
-
0
8
1
 

探
サ
グ
リ

て
物
を
取 ト

ル

よ
り
最
安

イ
ト
ヤ
ス

し
、

乃
イ
マ
シ

是
を
盲

鈎

 
 
 

ツ
リ

と
号 ナ

ヅ

て
、

或
ア
ル
ヒ

ハ 

D
-
0
8
2
 

た
な
ご
・
鮒 フ

ナ

・
ぎ
ん
魚 ギ

ヨ

な
と
の

類
タ
ク
ヒ

ハ
実 ジ

ツ

に
野
人

ヤ
ジ
ン

・
孩
童

ガ
イ
ド
ウ

の 

D
-
0
8
3
 

仕
業

シ
ワ
ザ

に
し
て
、
釣
人

ツ
リ
ヒ
ト

の
同
列 レ

ツ

に

評
ヒ
ヤ
ウ

す
る
業 ワ

ザ

に
あ
ら
す
、
蜘 ク

モ 

D
-
0
8
4
 

釣 ツ
リ

の
流 ナ

カ

し
釣

或

ツ
リ
ア
ル
ヒ

ハ
待
釣

マ
チ
ツ
リ

、
東
西
に
向 ム

カ

ひ
て
左
右
自
在

ジ
ザ
イ

に 

D
-
0
8
5
 

竿
を

扱
ア
ツ
カ

ふ
の
鍛
錬

タ
ン
レ
ン

、
川
中

カ
ハ
ナ
カ

の

歩
ア
ユ
ミ

行
ハ

翁
ヲ
キ
ナ

の
廊
下

ロ
ウ
カ

を
あ
ゆ
む 

D
-
0
8
6
 

か
ご
と
く

勾
ツ
リ
ハ
リ

の
水
面

ス
イ
メ
ン

に

漂
タ
ヽ
ヨ
フ

有
さ
る
ハ
川

添

柳

カ
ハ
ソ
ヘ
ヤ
ナ
キ

の
水
に
さ
そ
ふ 

D
-
0
8
7
 

が
こ
と
し
、
打
釣

ウ
チ
ツ
リ

の
寄 キ

な
る
荏
油

ア
フ
ラ

の
占
滓

シ
メ
カ
ス

を
蒔 マ

ク

ハ
苗
代

ナ
ハ
シ
ロ

に
種 

D
-
0
8
8
 

を

卸
ヲ
ロ
ス

が
こ
と
く
魚
の

慕

集

シ
タ
イ
ア
ツ
マ

る
ハ
蚊
虻

ブ
ン
バ
ウ

の

群
ム
ラ
ガ
ル

が
こ
と
し
、

勾
ツ
リ
ハ
リ

の 

D
-
0
8
9
 

打 ウ
チ

加
減

カ
ゲ
ン

ハ
婦
人

フ
ジ
ン

の
糸 イ

ト

を
打 ウ

ツ

か
ご
と
く
、

恰
ア
タ
カ

も

舂
ウ
ス
ツ

く
杵 キ

ね

に
似
た
り
、 

D
-
0
9
0
 

此
術
に
こ
そ

大
ヲ
ヽ
イ

に
科 シ

ナ

あ
り
て
、
時
に
臨 ノ

ゾ

ミ
節 セ

ツ

に
応 ヲ

ウ

じ
、
川
の
深
浅

セ
ン
シ
ン 

D
-
0
9
1
 

勾 ハ
リ

の
巧
場
所

タ
ク
ミ
バ
シ
ヨ

の
善
悪
の

考
カ
ン
ガ

へ
名
人

メ
イ
ジ
ン

と
賞
賛

セ
ウ
サ
ン

せ
ら
る
ゝ
あ
り
、
達 タ

ツ

人 

D
-
0
9
2
 

と
称 セ

フ

せ
ら
る
ゝ
あ
り
、
上
手

ジ
ヤ
ウ
ズ

と
号 ヨ

バ

る
ゝ
あ
り
、
下
手

ヘ

タ

と
笑 ワ

ラ

ハ
る
ゝ 

D
-
0
9
3
 

あ
り
、
其
巧
拙

コ
ウ
セ
ツ

日
を
同
ク
し
て
論 ロ

ン

す
べ
か
ら
す
、
居
倉

イ
ク
ラ

に 

D
-
0
9
4
 

居
ス
ハ
リ

た
る
さ
ま
ハ
達
磨

ダ
ル
マ

の
坐
禅

ザ
ゼ
ン

な
り
と
も
云
べ
く
臂 ヒ

チ

を
腰 コ

シ 

D
-
0
9
5
 

矩 ガ
ネ

に
附 ツ

ケ

た
る

形
カ
タ
チ

は
婦
女

ヲ
ン
ナ

の

糸

車

イ
ト
ク
ル
マ

に
向 ム

カ

ひ
座 ザ

す
る
か
如
し
、 

D
-
0
9
6
 

粕
釣

カ
ス
ツ
リ

と
い
ふ
も
の
こ
そ
あ
れ

閙

敷

餌

イ
ソ
ガ
ハ
シ
ク
ヱ
バ

を

丸
グ
ハ
ン

ず
る
に
、 

D
-
0
9
7
 

大
も
な
く
小
も
な
く
程 ホ

ト

々
な
る
ハ
自
然

シ
ゼ
ン

の
手
練

シ
ュ
レ
ン

な
る
べ
く 

D
-
0
9
8
 

屡
シ
バ
〱

勾 ハ
リ

に
附 ツ

ク

る
さ
ま
は
田
面

タ
ノ
モ

の
鳫 カ

リ

の
餌 ヱ

を
あ
ざ
る
に
異 コ

ト

な
ら 

D
-
0
9
9
 

ず
、

静
シ
ツ
カ

に
釣
糸

ツ
リ
イ
ト

を
水
中
に
打
込

ウ
チ
コ
ム

ハ
さ
な
か
ら
達
人

タ
ツ
ジ
ン

の
小
鼓

コ
ツ
ヽ
ミ

を 

D
-
1
0
0
 

打 ウ
ツ

が
こ
と
し
、
蛭
子
釣

ヒ
ル
コ
ツ
リ

は
其
餌 ヱ

ハ

の
形
婦
人

カ
タ
チ
フ
ジ
ン

の
乳
房

チ
フ
サ

の
ご
と
く
、 

D
-
1
0
1
 

又
撞
鐘

ツ
キ
ガ
ね

に
彷
彿

サ
モ
ニ

た
り
、

理
コ
ト
ハ
リ

な
る
哉
、
乳
房

チ
フ
サ

に
比 ヒ

す
る
ハ
魚
の 

D
-
1
0
2
 

好 コ
ノ

め
る
嬰
児

エ
イ
ジ

の
母
を

慕
シ
タ
フ

が
こ
と
く
、
亦
蛭

マ
タ
ヒ
ル

と
い
ふ
虫
ハ
無
間

ム
ゲ
ン 

D
-
1
0
3
 

の
鐘 カ

ね

に
因
縁

イ
ン
エ
ン

あ
る
ゆ
へ
に
や
あ
ら
ん
、
此
術
に
こ
そ
夜
釣

ヨ
ツ
リ

と
て 

D
-
1
0
4
 

船
を
浮 ウ

カ

べ
、
月
に

乗
ジ
ヨ
ウ

じ
て
釣
ル
の
楽
ミ
い
ど
〱
興 ケ

フ

な
り
、
月 

D
-
1
0
5
 

山
の
端 ハ

に
冴
上

サ
ヘ
ノ
ボ

れ
バ
天
女 ニ

ヨ

の
櫛 ク

シ

け
づ
る

鏡
カ
ヽ
ミ

か
と

疑
ウ
タ
ガ

わ
れ
、 

D
-
1
0
6
 

水
面

ス
イ
メ
ン

に
う
つ
る
星
の
影 カ

ゲ

は
河
伯

ス
イ
ジ
ン

の
碁 ゴ

を

囲
カ
コ
ム

か
と

怪
ア
ヤ
シ

ま
る
、
是 コ

ヽ 

D
-
1
0
7
 

に
於 ヲ

イ

て
范
蠡

ハ
ン
レ
イ

か
五
湖 コ

の
遊 ア

ソ

び
、
蘇
子
瞻

ソ

シ

セ

ン

か
赤
壁

セ
キ
ヘ
キ

の
楽
ミ
も 

D
-
1
0
8
 

素
足

ハ
タ
シ

な
る
へ
し
と
、
虫
鈎
ハ
夫
々
の
四
季
の
気
候
に
応
じ 

D
-
1
0
9
 

造
化

ゾ
ウ
ク
ハ

の
虫
を
以
て
釣ツ

ル

る
、
夫ソ

レ

々
の
錬
磨
臨
気
応
変

レ
ン
マ
リ
ン
キ
オ
ウ
ヘ
ン

の
妙 メ

ウ 

D
-
1
1
0
 

筆 フ
テ

を
以
て
尽 ツ

ク

す
べ
か
ら
ず
、
此
術
に
手
練

シ
ュ
レ
ン

な
る
者

万
ヨ
ロ
ツ

の 

D
-
1
1
1
 

釣
に
通
す
べ
し
、
其
他 タ

の
術
枚
挙

マ
イ
キ
ヨ

す
る
に

遑
イ
ト
マ

あ
ら
ず
と 

D
-
1
1
2
 

い
へ
と
も
、
皆 ミ

ナ

是
心

閑
シ
ツ
カ

に
其
日
を
終 ヲ

ヘ

る
の
一
助 ジ

ヨ

に
し
て

思

邪

ヲ
モ
ヒ
ヨ
コ
シ
マ

な 

D
-
1
1
3
 

く
ん
バ
自

長

生

不

老

ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
チ
ヤ
ウ
セ
イ
フ
ロ
ウ

の
楽
ミ
是
に

増
マ
サ
ル

も
の
有
べ
か
ら
す
、
或 ア

ル

人 

D
-
1
1
4
 

画
師

グ
ハ
シ

に

需
モ
ト
ム

る
に
世
の
馬
鹿
者
と
称 セ

フ

す
る

姿
ス
カ
タ

を
写 ウ

ツ

せ
と
、 

D
-
1
1
5
 

画
工

エ

シ

何 ナ
ニ

の
思
慮

シ
リ
ョ

に
も
及
バ
す
、

毫
フ
ン
デ

を

揮
フ
ル
ツ

て
釣
す
る
者
の 

D
-
1
1
6
 

形
像

カ
タ
チ

を
写 ウ

ツ

す
に
、
亦
且

マ
タ
カ
ツ

是
に
越 コ

ヘ

た
る
大
馬
鹿
者
の

像
カ
タ
チ

あ
ら
ん 

十
七 
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イ
ナ
カ
コ
ト
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ム
ツ
マ
シ
キ
ト
モ 
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D
-
1
1
7
 

や
と
画 エ

シ

工

再
フ
タ
ヽ

び
筆
を
投 ト

ウ

し
て
釣
人

ツ
リ
ヒ
ト

を
見
物
す
る
者
を
図 ヅ 

D
-
1
1
8
 

す
と
、
予 ヨ

思
ふ
彼
画
師

カ
ノ
グ
ハ
シ

こ
そ
釣
す
る
者
の

情
ジ
ヤ
ウ

を
し
ら
ず
、
凡
俗

ボ
ン
ゾ
ク 

D
-
1
1
9
 

野
鄙

ヤ

ヒ

の
大
馬
鹿
者
な
ら
め
、
卒
忽

ソ
コ
ツ

と
や
い
わ
む
気 キ

な
し
と
や 

D
-
1
2
0
 

い
ふ
べ
き
と
心
の
行 ユ

キ

な
り
に
俗
語
俚
諺

ソ
ク
コ
リ
ケ
ン

の
ま
ゝ
釣
十
五
点 

D
-
1
2
1
 

出 デ

ほ
ふ
だ
ひ
を
書

綴
ツ
ヽ
リ

、
此
道
を

嗜
タ
シ
ム

も
の
と
倶 ト

モ

に
一
夕 セ

キ

の
笑 

D
-
1
2
2
 

の
種
と
ハ
な
す
も
の
也
、 

 E
-
0
0
1
 

四
季
の
み
の
か
さ
畢 

E
-
0
0
2
 

後 

E
-
0
0
3
 

予
若

ヨ
ワ
カ

か
り
し
と
き
釣 ツ

リ

の
心
も
な
か
り
し 

E
-
0
0
4
 

に
、
睦
友

ボ
ク
ユ
ウ

に
釣
人

ツ
リ
ヒ
ト

あ
り
て
、
弥
生

ヤ
ヨ
イ

の
頃 コ

ロ

お
ひ 

E
-
0
0
5
 

川
辺 ベ

に
誘
引

イ
ザ
ナ
ハ

れ
、
そ
こ
は
か
と
な
く 

E
-
0
0
6
 

逍
遥

セ
フ
ヨ
ウ

し
て
釣 ツ

リ

す
る
形
勢

ア
リ
サ
マ

を
暫 シ

バ

し 

E
-
0
0
7
 

見
物
せ
し
に
、
頓 ヤ

ガ

て

釣
ツ
リ
ハ
リ

に
白 シ

ロ

き
大
き 

E
-
0
0
8
 

や
か
な
る
虫
を
附 ツ

ケ

て
数

回

ア
マ
タ
ヽ
ヒ

竿
を
招 マ

ね

く 

E
-
0
0
9
 

と
い
へ
と
も
魚
の
一
ツ
だ
に
獲 ウ

ル

こ
と
な
し
、 

E
-
0
1
0
 

是
ぞ
世
の

諺
コ
ト
ハ
ザ

な
ら
め
と
思
ひ
し
に
、
程 ホ

ト

も 

E
-
0
1
1
 

な
く
し
て
已 ス

デ

に
尺
に
も
充 ミ

チ

な
ん
と
思
ふ 

E
-
0
1
2
 

赤
き
魚
を
釣
揚

ツ
リ
ア
ゲ

た
り
、
夫 ソ

レ

よ
り

続
ツ
ヽ
ケ

さ
ま
に 

E
-
0
1
3
 

二
三
を
獲 エ

た
る
を
見
て
釣
人

ツ
リ
ヒ
ト

の
心
を
汲 ク

ミ

、 

E
-
0
1
4
 

初
て
釣
の
面
白

ヲ
モ
シ
ロ

き
こ
と
を
覚 ヲ

ボ

へ
、
朝 ア

シ

た
夕 ユ

ウ

べ
と 

E
-
0
1
5
 

な
く
此
楽
ミ
に
泥 ナ

ヅ

ミ
、
更 サ

ラ

に
他 タ

を

省
カ
ヘ
リ
ミ

る
の

暇
イ
ト
マ 

E
-
0
1
6
 

な
か
り
し
に
、
父
母

チ
ヽ
ハ
ヽ

の

強
ア
ナ
ガ
チ

に
禁
戒

イ
マ
シ
メ

い
と
切 セ

ツ

な
る 

E
-
0
1
7
 

に
、
為
方

セ
ン
カ
タ

な
さ
の
ま
ゝ
打
捨
置

ウ
チ
ス
テ
オ
キ

た
り
し
か 

E
-
0
1
8
 

年

月

停

ね
ン
ゲ
ツ
ト
ヽ
マ

ら
す
、
時
節

ジ
セ
ツ

流 ナ
ガ

る
ゝ
か
ご
と
し
と
や
、 

E
-
0
1
9
 

忽
然

コ
ツ
ゼ
ン

と
し
て
天
命

テ
ン
メ
イ

を
し
る
の
齢

過

ヨ
ハ
イ
ス
グ

る 

E
-
0
2
0
 

こ
と
已 ス

テ

に
一
ツ
二
ツ
を
越 コ

ヘ

た
り
、
い
ざ
や
昔
古

ム
カ
シ

の 

E
-
0
2
1
 

楽
ミ
こ
ゝ
に
て
ぞ
あ
ら
め
と

再
フ
タ
ヽ

び
此
道
に 

E
-
0
2
2
 

心
を

傾
カ
タ
ム
ク

る
に
年
若

ト
シ
ワ
カ

き
頃 コ

ロ

お
ひ
と
ハ
異 コ

ト

に
し 

E
-
0
2
3
 

て
、
殊
更

コ
ト
サ
ラ

楽
ミ
も
百
倍 バ

イ

せ
り
、
是
ぞ
楽
ミ 

E
-
0
2
4
 

の
至
極

シ
ゴ
ク

と
い
ふ
べ
き
も
の
か
、
爰 コ

ヽ

に
お
ゐ
て 

E
-
0
2
5
 

思
ふ
、
父
母
の
禁
戒

イ
マ
シ
メ

を
楽
ミ
ハ
極 キ

ハ

む
べ
か
ら
ず
、 

E
-
0
2
6
 

楽
ミ
極
る
と
き
ハ
財
尽

サ
イ
ツ
ク

る
と
の
古
人

コ
ジ
ン

の

戒
イ
マ
シ

め 

E
-
0
2
7
 

宜 ム
ベ

ふ
る
哉 カ

ナ

、
業 ゲ

フ

を
任 ニ

ナ

ふ
の
徒
若

ト
モ
シ

く
ハ

若

冠

ジ
ヤ
ク
ク
ハ
ン

の 

E
-
0
2
8
 

輩
ト
モ
カ
ラ

深 フ
カ

く
此
道
に
泥 ナ

ヅ

む
べ
か
ら
す
、
予 ヨ

今 

E
-
0
2
9
 

心
に
徹テ

ツ

す
る
こ
と
あ
り
て
後 ヲ

ク

れ
た
り
と
い
へ 

E
-
0
3
0
 

と
も
其
尻
尾

シ
ツ
ホ

に
取ト

リ

す
が
り
て
爰 コ

ヽ

に 

E
-
0
3
1
 

毫
フ
ン
テ

を

止
ト
ヽ
ム

る
耳 ノ

ミ

、 

E
-
0
3
2
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釣
友
成
誌 

E
-
0
3
3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
印
） 

  

  

  

十
八 
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近藤良子：横川良助と釣り－釣り随筆『四季の蓑笠』をめぐって－ 

 

 

写
真
１ 

四
季
の
美
農
か
さ 

表
紙 

 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

        

写
真
２ 

四
季
の
美
農
か
さ 

 

 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

            

写
真
３ 

四
季
の
美
農
か
さ 

 

 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

                         

写
真
４ 

右
：
四
季
の
美
農
か
さ 

左
：
俳
諧 

釣
干
菜 

 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

 

表
紙 

                        

文
政
戌
子
仲
春
日 

蔵
書
印 

『
四
季
の
簑
笠
』
蔵
書
印
拡
大 

『
俳
諧 

釣
干
菜
』
蔵
書
印
拡
大 十

九 
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写
真
５ 

四
季
の
美
農
か
さ 

 

 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

            

 

            

写
真
６ 

四
季
の
美
農
か
さ 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

                         

写
真
７ 

四
季
の
美
農
か
さ 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

                         

右
：
寄
贈
印
、
左
：
蔵
書
印 

右
：
蔵
書
印
、
左
：
蔵
書
印
拡
大 

傘
の
絵
の
朱
ス
タ
ン
プ 

魚 

〓
題 

 

蓑
の
絵
の
朱
ス
タ
ン
プ 

川
辺
気
長
北
西
下
譔 

二
十 
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近藤良子：横川良助と釣り－釣り随筆『四季の蓑笠』をめぐって－ 

 

 

写
真
８ 

四
季
の
美
農
か
さ 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

                        

写
真
９ 

四
季
の
美
農
か
さ 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

                       

 

写
真
10 

四
季
の
美
農
か
さ 

 

岩
手
県
立
図
書
館
蔵 

                

 

   

 
 

 

畚 

売
成
識 

 

畚
の
絵
の
朱
ス
タ
ン
プ 

逍
遥
舎
主
人
述 

釣 

友
成
識 

 

笠
の
絵
の
朱
ス
タ
ン
プ 

二
十
一 
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